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  　　　　　　一


  　


  　私は上卷の長い序文で、私のこの物語の全部について言ふべきことを盡しておいた。簡單に言ふと、私は第一に、この物語の材料の取入れと表現とについてお話をし、この物語が､或､ゆるい意味で、｢古事記｣の口語譯として迎へられても差支へないといふこと、及び、これが私の一種の藝術として評價されるときに拂はるべき、或考慮とに觸れておいた。その次には、特に、年少な讀者諸君のために、｢古事記｣そのものについて、かなりくはしくお話しをした。


  　つまり､われわれ最早い祖先の實際についてのこの記録が､どういふ手續きで出來たものか、その表現方式はどんなものであるか､その正當な讀み方をいつだれが研究したか等をお話しした後､｢古事記｣についての根底的な注意の第一として、この本がわれわれに與へる、最後の最大きな感銘の或ものを語つておいた。その第一は､必竟、われわれの最も早い祖先が､その次々の永い祖先を通して、われわれに何をつたへ遺し、何を課し命じてゐるかの問題であつた。


  　この點については、私はまづ一番先に、われわれ日本人は、その國民的生活の出立から、天皇のお位と、天皇と、すべての祖先とを、絶對の神聖として貴んで來たこと、及びすべての天皇が根本の御責任として、人民の進歩と幸福とに向つていかに絶大の努力を拂はれたかの二點に注意を呼んでおいた。｢古事記｣に出て來る多くの人々の話は、この天皇のお位と､天皇との神聖と､そして天皇の上記の御責任とを、いづれも完全に支持し奉るために喜んで捧げた、自己犠牲の貴い記録である。


  　私はその次には、｢古事記｣の記述の素朴と眞實とについてお話しをして、この記録が、すべて、神でも天皇についても、悉く、その方々の人としての御生活をどこまでもありのまゝに排叙してゐることを述べ、それがためにわれわれは神といひ天皇といへども、その方々に對して､無上の畏服の外に､必然、血肉的な至愛を捧げ奉ることが出來ること、この畏れと愛とが一つになつて感じられるところに、われわれが｢古事記｣に對して、單なる歴史の本ではなくして、或宗敎書や文學の作品のやうな貴さと親しみとを感ずるのだといふことを語つた。


  　それから、次には｢古事記｣が｢日本書紀｣などゝちがつて、表現法の上でも、寸分の飾りのない、純日本人の思想と言ひ表はし方とを以て話されてゐることの貴さを語り、最後に、｢古事記｣そのものゝ藝術品としての價値と、その中に這入つてゐる多くの謠に於いの、われわれの最早い文學の價にも觸れておいた。


  　


  
    鈴木三重吉
  


  　


  　


  ※本書の制作にあたり、ほるぷ出版「復刻 赤い鳥の本｣（全２３巻／１９６９年）を参考とした。旧仮名づかいはオリジナルのままだが、旧漢字は新書体に改めた。


  ※文中には 作品執筆当時の社会を 反映した差別的な表現があるが、歴史的作品であることを考慮しそのままにした。


  　


  　


  白い鳥


  　


  　　　　　　一


  　


  　第十二代景行（けいかう）天皇は、お身の丈が一丈二寸、お膝から下が四尺一寸もおありになる程の､偉大なお體格で入らつしやいました｡それからお子さまも、すべてゞ八十人もお生れになりました。


  　天皇はその中で､後におあとをお繼ぎになつた若帶日子命（わかたらしひこのみこと）と､小碓命（をうすのみこと）と仰る皇子と、外にもうお一と方とだけをお側へお止めになり、あとの七十人の方々をことごとく､地方地方の國造（くにのみやつこ）、別（わけ）、稻置（いなぎ）、縣主（ゐがたぬし）といふ、それぞれの役におつけになりました。


  　或とき天皇は、美濃の、神大根王（かんおほねのみこ）といふ方の娘で、兄媛（えひめ）弟媛（おとひめ）といふ姉妹が、二人とも大そう器量のよい子だといふ評判をお聞きになつて、それを實さいにお確めになつた上、早速御殿にお召使ひになるおつもりで、皇子の大碓命（おほうすのみこと）にお言ひつけになつて、二人を召し上せにお遣しになりました。


  　すると、大碓命は、その二人のものを御自分のお召使ひに取つておしまひになり、別に二人の姉妹の女をさがし出して、それを兄媛、弟媛だと詐（いつは）つて、天皇にお目通りをおさせになりました。


  　天皇はそれがほかの女であるといふことを、ちやんとお見拔きになりました。併し上部では、飽くまで騙されて入らつしやるやうにお見せかけになつて、二人をそのまゝに御殿にお置きになりました。その代りお手近の御用は、わざと他のものにお言ひつけになつて、それとなく二人をお懲らしめになりました。


  　大碓命はそんな惡いことをなすつてからは、天皇の御前へお出ましになるのを後暗くおぼしめして、さつぱりお顔をお見せになりませんでした。


  　天皇は或日、弟さまの皇子の小碓命に向つて、


  　「そちが兄は、どういふわけで、この節朝夕の食事のときにも出て來ないのであらう。お前行つて、よく申し聞かせよ｡｣と仰いました。


  　併し、それから五日もたつても、大碓命は、やつぱりそのまゝお顔出しをなさらないものですから、天皇は小碓命を召して、


  　「兄はどうしていつまでも食事に出て來ないのか。お前はまだ言はないのではないか｡」とお聞きになりました。


  　「いゝえ、申し聞かせました。」と命はお答へになりました。


  　「ではどういふ風に話したのか。」


  　「たゞ朝早く､お兄さまが厠に這入りますところを待ち受けて､掴みくぢき、手足をむしり取つて、死體を菰（こも）にくるんでうッちやりました｡」と､命は全で無造作にかう言つて、すまして入らつしやいました。


  　天皇はそれ以來、小碓命のきつい荒い御氣性を怖ろしくおぼしめして、どうかしてそれとなく命をお側から遠ざけようとお考へになりました。それで間もなく命を召して、


  　「實は西の方に熊襲健（くまそたける）といふものゝ兄弟がゐる。二人とも私の命令に従はない無禮な奴である。そちはこれから行つて、彼等を打ち取つてまゐれ。」と仰せになりました。


  　それで命は、急いで伊勢にお下りになつて、大神宮にお仕へになつてゐる、御叔母上（おんをばうへ）の倭媛（やまとひめ）にお別れをなさいました。


  　すると叔母上からは、御料のお上着とお袴着と、懐劍とを、お別れのお印にお下しになりました。


  　命はそれからすぐに、今の日向、大隅、薩摩の地方へ向つてお下りになりました。そのとき命は、まだお髪をお額にお結ひになつてゐる、たゞほんの一少年で入らつしやいました。


  　


  　　　　　　二


  　命は、その土地にお着きになり、熊襲健の家へ近づいて、容子をお窺（うかゞ）ひになりますと、健等は、家のまはりへ軍勢をぐるりと三重に立て圍はせて、その中に住まつてをりました。そして、たまたま丁度その家が出來上つたばかりで、近々にそのお祝ひの宴會をするといふので、大さわぎで支度をしてゐるところでした。


  　命はそのあたりをぶらぶら歩き廻つて、その宴會の日が來るのを待ちかまへて入らつしやいました。そして、いよいよその日になりますと、今までお結ひになつてゐたお髪を、少女のやうに梳（す）き下げになさり、御叔母上からおさづかりになつた御衣装を召して、すつかり小女の姿におなりになりました。そして、ほかの女たちの中に交つて、健どもの宴會の室へ這入つてお行きになりました。


  　すると熊襲健兄弟は、命を本當の女だとばかり思ひ込んでしまひまして、その姿のきれいなのが大層氣に入つたので、特に自分たち二人の間に坐らせて、大喜びで飮み騒ぎました。


  　命は、みんながすつかり興に入つたころを見計つて、そつと懐から劍をお取り出しになつたと思ひますと、いきなり片手で兄の健の襟頸をつかんで、胸のところを一と突きに突き通しておしまひになりました。


  　弟の健はそれを見ると、あわてゝ室の外へ遁げ出さうとしました。


  　命は、それをもすかさず、階段の下に追ひつめて、手早く背中を引ッつかみ、づぶりとお臀（しり）をお突き刺しになりました。


  　健はそれなりじたばたしようともしないで、


  　「どうぞその刀をしばらく動かさないで下さいまし。一言申し上げたいことがございます｡」と､言ひました。それで命は刀をお刺しになつたなり、しばらく押し伏せたまゝにして入らつしやいますと、健は、


  　「一たいあなたはどなたでございます。」と聞きました。


  　「俺は、大和（やまと）の日代（ひしろ）の宮（みや）に天下を治めてお出でになる、大帶日子（おほたらしひこ）天皇の皇子、名は倭童男王（やまとをぐなのみこ）といふものだ。汝等二人とも天皇の仰に従はず、無禮な振まひばかりしてゐるので、勅命によつて誅伐にまゐつたのだ。」と、命は雄々しくお名乘りになりました。


  　健はそれを聞いて、


  　「なるほど、さういふお方に相違ございますまい。この西の國中には、私ども二人より強いものは一人もをりません。それに引きかへ大和には、われわれにもまして、すばらしいお方がゐられたものだ。怖れながら私がお名前をさし上げます。これからはあなたのお名前を倭健命（やまとたけるのみこと）とおよび申したい。」と言ひました。


  　命は健がさう言ひをはると一しよに、その荒くれものを、全で熟した眞桑瓜を切るやうに、ずぶずぶと切り屠つておしまひになりました。


  　それ以來、だれもかれも命の御武勇をおほめ申して、お名前を倭健命（やまとたけるのみこと）と申し上げるやうになりました。


  　命は、それから大和へお引きかへしになるお途中で、色んな山の神や河の神や、穴戸の神などと稱へて、方々の險阻なところに立てこもつてゐる惡神どもを、片はしからお従へになつた後、出雲の國へお廻りになつて、そのあたりで巾を利かせてゐる、出雲健（いづもたける）といふ惡ものをお退治になりました。


  　命は先づその健の家へたづねてお出でになつて、その惡ものと御交際をお結びになりました。そして、そのあとで、こつそりと赤樫（いちひのき）といふ木を刀のやうにお削りになり、それを立派な太刀のやうに飾りをつけておつるしになつて、健をさそひ出して、二人で肥の河へ水を浴びて入らつしやいました。そして、いゝ加減な頃を見計つて、御自分の方が先にお上りになり、御冗談のやうに健の太刀をお身におつけになりながら、


  　「どうだ､二人でこの刀を取りかへッこをしようか｡」と仰いました。健は後からのそのそ上つて來て、


  　「よろしい取り換えよう｡」と言ひながら､旨くだまされて命の僞の刀をつるしました。命は、


  　「さあ、一つ二人で試合をしよう｡」とお言ひになりました｡そして二人とも刀をぬき放す段になりますと､健のは僞の刀ですから､いくら力を入れても拔けよう筈がありません。命は健がそれでまごまごしてゐるうちに、素早く本ものゝ刀を引き拔いて、忽ちその惡ものを切り殺しておしまひになりました。そして、そのあとで、健が拔けない刀を拔かうとしてまごまごとあわてた可笑しさを、歌につくつてお笑ひになりました。


  　


  　　　　　　三


  　


  　命はこんなにして、お道筋の賊どもをすつかり平げて、大和へおかへりになり、天皇にすべてを御奏上なさいました。


  　すると天皇は、又すぐに引きつゞいて、命に、東の方の十二ケ國の惡い神々や、仰に従はない惡ものどもを説き従へてまゐれと仰せになつて、杠（ひゝらぎ）の矛をお授けになり、御鍬友耳健日子（みすきともみゝたけひこ）といふものをお附け添へになりました。


  　命はお言ひつけを奉じて又すぐにお出かけになりました。そして途中で伊勢のお宮におまゐりになつて、御叔母上の倭媛に再度のお分れをなさいました。そのとき命は御叔母上に向つて仰いました。


  　「天皇は私を早く亡くならせようとでも思しめすのでせう。でもこなひだまで西の方の賊を討ちにまゐつてをりまして、やつと、たつた今かへつたと思ひますと、またすぐに、今度は東の方の惡ものを討取りにお出しになるのはどういふわけでございませう。それも殆ど軍勢といふほどのものも下さらないのです。こんなことから押して考へて見ますと、どうしても私を早く死なせようといふお心持としか思はれません。」


  　命はかう仰つて涙ながらにお立ちにならうとしました。


  　御叔母上は、命のそのお恨みをおやさしくお宥めになつた上、もと神代のときに、須佐之男命が大蛇の尾の中からお拾ひになつた、あの貴いお寶物の御劍と、ほかに袋を一つおさづけになり、萬一、急なことが起つたら、この袋の口をお解きなさい、と仰せになりました。


  　命はそれから尾張へお這入りになつて、そこの國造（くにのみやつこ）の娘の美夜受媛（みやずひめ）のお家におとまりになりました。そして、かへりにはまた必ず立ちよるからとお言ひのこしになつて、更に東の國へお進みになり、山や河に住んでゐる、荒くれ神や、そのほか天皇にお仕へしない惡ものどもを一々お説き従へになりました。そして間もなく相模の國へお着きになりました。


  　すると、そこの國造が、命をお殺し申さうと企んで、


  　「あすこの野中に大きな沼がございます。その沼の中に住んでをります神が、まことに亂暴な奴で、みんな困つてをります｡」と､おだまし申しました。


  　命はそれを眞にお受けになつて、その野原の中へ這入つてお出でになりますと、國造は、ふいにその野へ火をつけて、どんどん四方から燒き立てました。


  　命ははじめて、彼奴に欺されたかとお氣がつきました。その間にも火はずんずん間近に迫つて來て、お身が危くなりました。


  　命は叔母上の仰せを思ひ出して、急いで、例の袋の紐をといて御覽になりますと、中には燧（ひうち）が這入つててをりました。


  　命はそれで、急いでお寶物の御劍をぬいて、あたりの草をどんどんお薙ぎはらひになり、今の燧で以て、その草へ向ひ火をつけて、あべこべに向うへ向つてお燒き立てになりました。命はそれでやうやく、その野原から遁れ出て入らつしやいました。そしていきなり、その惡い國造と、手下のものどもを、ことごとく切殺して火をつけて燒いておしまひになりました。


  　それ以來そのところを燒津（やいづ）と呼びました。それから、命が草をお切りはらひになつた御劍を草薙（くさなぎ）の劒（つるぎ）と申し上げるやうになりました。


  　命はその相模の半島をお立ちになつて、お船で上總（かづさ）へ向つておわたりにならうとしました。すると途中で、そこの海の神がふいに大浪を卷き上げて、海一面を大荒れに荒れさせました。命の船は忽ちくるくる廻り流されて、それこそ進むことも引きかへすことも出來なくなつてしまひました。


  　そのとき命がおつれになつてゐた、お召し使ひの弟橘媛（おとたちばなひめ）は、


  　「これはきつと海の神の祟りに相違ございません。私があなたのお身代りになりまして、海の神を宥めませう。あなたはどうぞ天皇のお言ひつけをお仕とげ下さいまして、目出たくあちらへおかへり下さいまし｡」と言ひながら、菅の疊を八枚､皮疊八枚に、絹疊を八枚かさねて、浪の上に投げ下させる否や、身を翻してその上へ飛び下りました。


  　大浪は見る間に、忽ち媛をまき込んでしまひました。するとそれと一しよに、今まで荒れ狂つてゐた海が、ふいにぱッたりと靜つて、急に穏かな凪ぎになつて來ました。


  　命はそのおかげでやうやく船を進めて、上總の岸へ無事にお着きになることが出來ました。


  　それから七日目に、橘媛の櫛がこちらの濱へ打ち上げられました。命はその櫛を拾はせて、哀れな媛のためにお墓をお作らせになりました。


  　橘媛が生前に歌つた歌に、


  　「さねさし、


  　　さがむの小野に、


  　　もゆる火の、


  　　火中に立ちて、


  　　問ひしきみはも。」


  　これは、相模の野原で火攻めにお會ひになつたときに、その燃える火の中にお立ちになつてゐた、あの危急なときにも、命は私のことを御心配下すつて、いろいろに慰め問うて下すつた、ほんとに、お情ぶかい方よと、その勿體ないお心持を忘れない印に謠つたのでした。


  　命はそこから、なほどんどんお進みになつて、到るところで手にをへない惡ものどもを御平定になり、山や河の荒くれ神をもお従へになりました。


  　それでいよいよ、再び大和へお環りになることになりました。


  　そのお途中で、足柄山の坂の下で、お食事をなすつてお出でになりますと、その坂の神が、白い鹿に姿をかへて現はれて、命を見つめて突つたつてをりました。


  　命は、それを御覽になると、お食べ殘しの蒜（にら）の切はしをお取りになつて、その鹿を目がけてお投げつけになりました。すると、それが丁度目にあたつて、鹿はばたりと倒れてしまひました。


  　命はそれから坂の頂上へお上りになり、そこから東の海をおながめになつて、あの哀れな橘媛のことを、つくづくとお思ひかへしになりながら、


  　「あづまはや｡」(あゝ､わが女よ)とお嘆きになりました。それ以來そのあたりの國々をあづまと呼ぶやうになりました。


  　


  　　　　　　四


  　


  　命は、そこから甲斐の國へお超えになりました。そして酒折宮といふ御殿におとまりになつたときに、


  　「にひばり、つくばを過ぎて、いく夜か寢つる｡」


  　とお謠ひになりますと、灯の焚火についてゐた一人の老人が、ヽにそのおあとを受けて、


  　「かゝなべて、


  　　夜には九夜（こゝのよ）、


  　　日には十日（とうか）を。」


  　と謠ひました。それは、


  　「蝦夷（ゑびす）どもを平げながら、常陸（ひたち）の新治（にひはり）や筑波（つくば）を通りすぎて、こゝまで來るのに、いく夜寢たであらう｡」と仰るのに對して、


  　「數（かぞ）へて見ますと､九夜寢て十日目を迎へましたのでございます｡｣


  　といふ意味でした。


  　命はその答の謠をおほめになつて、その御褒美に、老人を東國造（あづまのくにのみやつこ）といふ役におつけになりました。


  　それから信濃へお這入りになり､そこの國境の坂の神を従へて､一（ひ）と先（ま）づもとの尾張までお歸りになりました。


  　命はお往きがけにお約束をなすつたとほり、美夜受媛（みやずひめ）のお家へお泊りになりました｡そして草薙の寶劍を媛におあづけになつて､近江の井吹山の、山の神を征伐にお出でになりました。


  　命はこの山の神ぐらゐは素手でも殺すと仰つて、どんどん上つてお出でになりました。すると途中で、牛程もあるやうな、大きな白い猪が現はれました。命は、


  　「この猪に化けて出たのは、まさか山の神ではあるまい。神の召使ひのものであらう。こんな奴は今殺さなくとも、かへりに仕止めてやれば澤山である｡」と､お威張りになつて、そのまゝ上つてお出でになりました。


  　さうするとふいに大きな雹がどッと降り出しました。命はその雹にお襲はれになると一しよに、ふらふらとお目まひがして、丁度ものにお醉ひになつたやうに、御氣分がとほくおなりになりました。


  　それといふのは、さき程の白い猪は、山の神の召し使ひではなくて、山の神自身が化けて出たのでした。それを命があんなに輕蔑して廣言をお吐きになつたので、山の神はひどく怒つて、忽ち毒氣を含んだ雹を降らして、命をお苛め申したのでした。


  　命は、殆ど途方にくれておしまひになりましたが、ともかく、やうやくのことで山をお下りになつて、玉倉部といふところに湧き出てゐる清水のそばで御休息をなさいました。そして、そのときはじめて、いくらか御氣分が確かにおなりになりました。併し命はとうとうその毒氣のために、すつかりお體をこはしておしまひになりました。


  　やがて、そこをお立ちになつて、美濃の當藝野（たぎの）といふ野中までお出でになりますと、


  　「あゝ俺は、いつもは空でも飛んで行かうと思つてゐるのに、今はもう歩くことも出來なくなつた。足は丁度船の梶のやうに曲つてしまつた｡」と仰つて､お嘆きになりました。そして､そのまゝ､又少しお歩きになりましたが、間もなくひどく疲れておしまひになつたので、とうとう杖にすがつて一と足一と足お進みになりました。


  　そんなにして、やつと伊勢の尾津の崎といふ海ばたの、一本松のところまでおかへりになりますと､この前お往きがけのときに､その松の下でお食事をお取りになつて、つい置き忘れて入らしつた太刀が､そのまゝ失くならないで、ちやんと遺つてをりました｡


  　命は、


  　「おゝ、一つ松よ、よくわしのこの太刀の番をしてゐてくれた。お前が人間であつたら、褒美に太刀もさげさせてやり、着物も着せてやるのだけれど｡」と､かういふ意味の謠をうたつてお喜びになりました。それからなほお歩きになつて、或村まで行らつしやいました。


  　命は、そのとき、


  　「私の足はこんなに三重に曲つてしまつた。どうもひどく疲れて歩けない｡」と仰いました｡併しそれでも無理にお歩きになつて、能褒野（のぼの）といふ野へおつきになりました。


  　命は、その野の中でつくづくと、お家のことをお思ひになり、


  　「あの靑山に取りかこまれた、


  　　美しい大和が戀しい。


  　　併し、あゝ私は、


  　　その戀しい土地へも、


  　　歸りつくことは出來ない。


  　　命あるものは、


  　　これから凱旋して、


  　　あの平群（へぐり）の山の


  　　隱樫（くまがし）の葉を、


  　　髪に飾つて祝い樂めよ。」


  　といふ意味をお謠ひになり、


  　「はしけやし


  　　わぎへの方（かたかた）よ、


  　　雲ゐたち來（き）も。」


  　　　 (おゝなつかしや、


  　　　　わが家のある、


  　　　　遥かな大和の方から、


  　　　　雲が出て來るよ。)


  　と、お謠ひになりました。


  　そして、それと一しよに御病勢もどつと御危篤になつて來ました。


  　命は、遂に、


  　「をとめの、


  　　床のべに、


  　　わがおきし、


  　　劍の刀、


  　　その太刀はや。」


  　と、あの美夜受媛（みやずひめ）のお家において入らしつた寶劍も、とうとう再び手にとることも出來ないかとお謠ひになり、そのお謠の終るのと共に、この世をお去りになりました。


  　早馬のお使は、このことを天皇に申し上げに駆け附けました。


  　大和からは、命のお妃やお子さまたちが、びつくりして下つてお出でになりました。そして、命の御陵（ごりよう）をお作りになつて、そのぐるりの田の中に伏しまろんで、おんおんおんおんお泣きになりました。


  　するとおなくなりになつた命は、大きな白い鳥になつて、お墓の中からお出ましになり、空へたかく翔け上つて、濱邊の方へ向つて飛んでお出でになりました。


  　お妃やお子さまたちは、それを御覽になると、すぐに泣き泣きそのお後を追ひしたつて、笹の切り株にお足を傷けて血だらけにおなりになつても、痛さも忘れて、一生懸命に駈けてお出でになりました。


  　そしてしまひには、海の中にまで這入つて、ざぶざぶと追つかけて入らつしやいました。


  　白い鳥はその人々を後において、海の中の磯から磯につたはつて飛んで行きました。


  　お妃は潮の中を歩きなやみながら、おんおんお泣きになりました。


  　その鳥は、とうとう伊勢から河内の志紀といふところへ來てとまりました。それで、そこへお墓を作つて、一旦そこへお鎭め申しましたが、併し鳥は、後にまた飛び出して、どんどん空を翔けて、どこへともなく遁げ去つてしまひました。


  　


  　　　　　　五


  　


  　命にはお子さまが男のお子ばかり六人お出でになりました。その中の、帶中津日子命（たらしなかつひこのみこと）と仰る方は、後にお祖父上の天皇のお次ぎの成務（しやうむ）天皇のおあとをおつぎになりました。すなはち仲哀（ちうあい）天皇で入らつしやいます。


  　命が諸方を征伐してお廻りになる間や、七拳脛（なゝつかはぎ）といふものが、いつも御料理番としてお供をして行きました。


  　御父上の景行（けいかう）天皇は、御年百三十七でおかくれになりました。


  



  　


  朝鮮征伐


  　


  　　　　　　一


  　


  　仲哀（ちうあい）天皇は、或年、御自身で熊襲（くまそ）を御征伐にお下りになり、筑前の香椎（かしひ）の宮（みや）といふお宮にお駐りになつて入らつしやいました。


  　そのとき天皇は、或夜、戰のお手だてについて神さまのお告げをいたゞかうとおぼし召して、大臣の武内宿禰（たけのうちのくすね）をお祭場へお坐らせになり、御自分はお琴をお彈きになりながら、お二人でお祈りをなさいました。さうすると、どなたか一人の神さまが、皇后の息長帶媛（おきながたらしひめ）のお體にお乘り移りになり、皇后のお口をお借りになつて、


  　「これから西の方に或一つの國がある。そこには金銀をはじめ、目もまぶしいばかりの、さまざまの珍らしい寶がどつさりある。つまらぬ熊襲の土地よりも、まづその國をあなたのものにして上げよう。」と仰いました。


  　「併し、高いところへ登つて西の方を見ましても、そちらの方はどこまでも大海ばかりで、國なぞは一寸も見えないではありませんか。」と天皇はお答へになりました。そしてお心の中では、


  　「これは本當の神さまではあるまい。きつと詐りをいふ神が乘り移つたのに違ひない。」とおぼしめして、それなりお琴をおし退けて默つてお坐りになつてゐました。


  　するとその神さまは大層お怒りになつて、


  　「そんな、私の言葉を疑つたりするものには、この國も任せてはおかれない。あなたはもう、さつさと死んでおしまひになるがよい。」と仰せになりました。


  　宿禰（くすね）はそのお言葉を聞くと、びつくりして、


  　「これは大變でございます。陛下よ、どうぞもつとお琴をお彈き遊ばしませ。」と、あわてゝ御注意申し上げました。


  　天皇は仕方なしに、しぶしぶお琴をおひき寄せになつて、しばらくの間、申しわけばかりにぽつぽつ彈いてお出でになりましたが、そのうちに間もなく、ふッつりとお琴の音が途絶えてしまひました。


  　宿禰は變だと思つて、灯をさし上げて見ますと、天皇は最早いつの間にかお息が絶えて、その場にお倒れになつて入らつしやいました。


  　皇后も宿禰も、神さまのお罰に驚き怖れて、急いでそのお空體を假りのお宮へお移し申しました。そして先づ第一番に、神さまのお怒りをおなだめ申すために、そのあたりの國中で生きた獸の皮を剥いだり、獸を逆ばきにしたものをはじめとして、田の畔をこはしたもの、溝をうめたもの、汚いものをひりちらしたもの、そのほか言ふも穢らはしいやうな、さまざまの汚い罪を犯したものたちを一々さがし出させて、御幣をとつてはらひ清めて、國中のけがれをすつかりなくしておしまひになりました。そして、宿禰が再びお祭場に坐つて、改めて神さまのお告げをお祈り申しました。


  　すると神さまからは、この前の仰つた西の國のことについて、同じやうな仰せがありました。


  　「それからこの日本の國は、今皇后のお腹に入らつしやるお子がお治めになるべきものだ。」と仰いました。


  　皇后は、そのとき丁度お身重で入らつしやいました。宿禰はその仰せを聞いて、


  　「では、恐れながら、今皇后のお腹にお出でになりますお子さまは、男のお子さまと女のお子さまと、どちらで入らつしやいませう。」と伺ひますと、


  　「お子は御男子である｡」とお告げになりました。


  　宿禰はなほ、すべてのことを伺つておかうと思ひまして、


  　「まことに畏れ入りますが、かやうに一々お告げを下さいますあなたさまは、どなたさまで入らつしやいますか。どうぞお名前をおあかし下さいまし｡」と申し上げました。神さまは､やはり皇后のお口を通して、


  　「これはすべて天照大神のおぼしめしである。又、底筒男命（そこつゝのをのみこと）、中筒男命（なかつゝをのみこと）、上筒男命（うはつゝのをのみこと）の三人の神も、一しよに申し下してゐるのだ｡｣


  　と、そこではじめてお名前をお告げになりました。


  　「もしそなたたちが、本當にあの西の國を得ようと思ふならば、まづ大空の神々、地上の神々、又、山の神、海と河との神々にことごとくお供へを奉り、それから私たち三人の神の御魂を船の上に祀つた上、槙の灰を瓢に入れ、又箸と盆とを澤山こしらへて、それ等のものを、みんな海の上に散らし浮べて、その中を渡つて行くがよい｡」と仰つて､くはしく征伐の手順を教へて下さいました。


  　それで皇后はすぐに軍勢をお集めになり、神々のお言葉のとほりに、すべての御用意をお整へになつて、迎山なお船を召しつらねて、勇ましく大海の眞中へ乘り出してお出でになりました。


  　さうすると海中の、あらゆる大小の魚が、のこらず駆けよつて來て、すつかりのお船をみんなで背中にお擔（かつ）ぎ申し上げて、わッしよいわッしよいと威勢よく押しはこんで行きました。そこへ又丁度都合よく、追ひ手の風がどんどん吹き募つて来ました。ですからそれだけのお船がみんな、駈け飛ぶやうに走つて行きました。


  　そのうちに、その大層な大船に押しまくられた大浪が、しまひには大きな、すさまじい大海嘯（おほつなみ）となつて、これから皇后が御征伐にならうとする、今の朝鮮の一部分の新羅の國へ、ふいに、どゞんと打ち上げました。そして、あつといふ間に、國中を半分までも卷き込んでしまひました。


  　皇后の軍勢は、その大海嘯と入れちがひに、息もつかせずうわあッと攻め込みました。すると新羅の王はすつかり怖れちゞこまつて、すぐに降參してしまひました。


  　國王は、


  　「私どもはこれからいついつまでも、天皇の仰せのまゝに、お馬飼いの下郎となりまして、一生けんめいに御奉公申し上げます。そして毎年船をどつさり仕立てまして、その船底の乾くときもなく、棹（さほ）や櫂（かい）の乾く間もないほどお伺はせ申しまして、絶えず貢物を奉り、天地が亡びますまで無久にお仕へ申し上げます｡」と､平蜘蛛のやうになつておちかひをいたしました。


  　それで皇后は早速お聞き届けになりまして、新羅の王をお馬飼ひといふことにおきめになり、その隣の百濟をも御領地にお定めになりました。そしてそのお印に、お杖を、新羅の王宮の門のところに突き刺してお置きになりました。


  　それから最後に、お社をお作りになつて、今度の御征伐について一々御指圖をして下すつた、底筒男命以下三人の神さまを、この國の氏神さまにお祀りになつた後、御威風堂々と新羅をお引上げになりました。


  　


  　　　　　　二


  　


  　御母上の皇后はその前に、まだ御征伐のお途中でお腹のお子さまがお生れにならうとしました。それでどうぞ今しばらくの間は御出産にならないやうにとお祈りになつて、そのお呪ひに、お下着のお腰のところへ石ころをおつるしになり、それでもつて當分お腹をしづめてお置きになりました。


  　するとお子さまは、ちやんと筑紫へお凱旋になつてから、御無事にお生れになりました。それはかねて神さまのお告げのとほり立派な男のお子さまで入らつしやいました。このお小さな天皇には、御誕生のときに、丁度、鞆（とも）と言つて、弓を射るときに左の臂（ひぢ）につける皮具のとほりの形をしたお盛肉が、お腕に盛り上つてをりました。皇后はそれをお名前にお取りになつて、大鞆命（おほとものみこと）とお名附けになりました。即後（のち）におよび申す應神（おうじん）天皇さまです。その鞆のお肉のことを承つたものたちは､天皇がお母上のお腹の中から､すでに天下をお治めになつてゐたといふことはこれでも分ると言つて、みんなで畏れ入りました。


  　又、皇后は御出征のまへに、肥前の玉島といふところへお出でになつて、そこの川のほとりに御食事をなさつたことがありました。


  　それは丁度四月で、鮎が取れる頃でした。皇后はためしにその川中の石の上にお下りになつて、お下袴の糸をぬいて釣糸になさり、お食事のおあとの御飯粒を餌にして、たゞでも決して釣ることの出來ない鮎を、ちやんとおつり上げになりました。


  　ですからその地方では、その後いつも四月のはじめになりますと、女たちがみんな下袴の糸をぬいて､飯粒を餌にして鮎を釣り､永く皇后のお徳を語りつたへる印にしてをりました。


  　


  　　　　　　三


  　


  　御母上の皇后は､次で熊襲をも難なく御平定になつて､いよいよ大和へおかへりになることになりました。


  　併し、大和には、香坂王（かごさかのみこ）、忍熊王（おしくまのみこ）と仰る、お二人のお腹ちがひの皇子などがお出でになるので、うつかりしてゐると、天皇がお小さいのにつけ入つてどんな惡い事をお企みになるかわからないとお氣つかひになりました。


  　それで皇后は、ちやんとお策略をお立てになつて、喪船を一艘お仕立てになり、お小さな天皇をその中へお乘せになりました。


  　そして天皇は最早とくにお亡くなりになつたとお言ひふらしになり、そのお空體（なきがら）をつれておかへりになる體（てい）にして、筑紫をお立ちになりました。


  　こちらは香坂、忍熊の二皇子は、それをお聞きになりますと、案のとほり､御自分たちがあとを取らうとおかゝりになりました｡それでまづ第一番に皇后の軍勢を待ちうけて討ち亡ぼさうとおぼしめして、にはかに兵を集めて、攝津の斗賀野といふところまで御進軍になりました。


  　皇子たちは、その野原で試しに獵をして、その獲物によつて、さいさきを占つて見ようとなさいました。


  　香坂皇子は、櫪（くぬぎ）の木に上つて、その獵の有樣を見て入らつしやいました。すると、ふいにそこへ、手傷を負つた大きな猪があらはれて、その櫪の木の根もとをどんどん堀りにかゝりました。そして間もなくすとんと掘り倒したと思ひますと、いきなり香坂皇子に飛びかゝつて、がつがつと皇子を食べてしまひました。


  　併し弟さまの忍熊皇子は、そんな惡い前兆にも頓着なしに、そのまゝ軍勢をお引きつれになり、海ばたまで押しかけて、待ちかまへて入らつしやいました。


  　そのうちに、皇后方のお船が見えて來ました。忍熊王は、その中の喪船には、兵たいたちが乘つてゐないはずなので、まづ眞先にその船を目がけてお討ちかゝらせになりました。


  　ところがその船の中には、前以てちやんとよりすぐりの兵が忍ばせてありました。その兵士たちは船がつくなり、ふいに、うわつと飛び下りて、忽ち、はげしい戰をはじめました。


  　そのとき忍熊王の軍勢には、伊佐比宿禰（いさひのすくね）といふものが總大將になつてゐました。それに對して皇后方からは健振熊命（たけふるくまのみこと）といふ強い人が將軍となつて攻めかけました。


  　健振熊命は見る見るうちに宿禰の軍勢を負し崩して、ぐんぐんと、どこまでも追つかけて行きました。すると敵は山城でふみ止まつて、そこで頑固に防ぎ戰をし出しました。


  　健振熊命は、何をと言ひながら、死にもの狂ひで攻めかけ攻めかけしました。併し、どんなにあせつても敵はそれなり一と足も退かうとはしませんでした。


  　健振熊命は、しまひには、これでは果しがないと思ひ直して、急に味方の兵を引きまとめると一しよに、向うの軍勢に向つて、


  　「實は皇后が急におなくなりになつたので、われわれはもう戰をする氣はない｡」と申し入れながら､その目の前で全軍の兵士たちに弓の弦をことごとく斷ち切らせて、さも本當のやうに、伊佐比宿禰に降參をしました。


  　すると伊佐比宿禰はそれですつかり氣をゆるして、自分の方も一と先づみんなに弓の弦をはずさせ、一切の戰道具をも片づけさせてしまひました。


  　健振熊命はそれを見すまして、


  　「それッ｡」と合圖をしますと､部下の兵たいは、髪の中に隱してゐた、かけがへの弦を取り出して、瞬く間に弓を張つて、


  　「うわッ｡」と哄（とき）を上げて攻めかゝりました。


  　敵はまんまと不意を討たれて、總くづれになつて遁げ出しました。健振熊命は勝に乘じてどんどん追ひまくつて行きました。


  　すると敵勢は近江（あふみ）の逢坂（あふさか）といふところまで遁げのびて、そこで一旦踏み止つて戰ひましたが､間もなく又攻め崩されて､ちりぢりに遁げて行きました。


  　健振熊命は、とうとうそれを同じ近江（あふみ）の篠波（さゝなみ）といふところで追いつめて、敵の兵たいといふ兵たいを一人ものこさず斬り殺してしまひました。


  　そのとき忍熊王と伊佐比宿禰とは、危く船に飛び乘つて、湖水の中へ遁げ出しました。


  　併しぐづぐづしてゐると今につかまつてしまふのが目に見えてゐましたので、皇子は宿禰に向つて、


  　「さあ、お前、


  　振熊（ふるくま）に殺されるよりも、


  　鳰鳥（かいつぶり）のやうに、


  　この湖水へもぐつてしまはうよ。」


  　とお謠ひになり、二人でざんぶと飛び込んで、それなり溺れ死に死んでおしまひになりました。


  　


  　　　　　　四


  　


  　皇后はそれでいよいよ目出たく大和へおかへりになりました。


  　併し武内宿禰だけは、お小さな天皇をおつれ申して、穢（けがれ）れ拂（はら）ひの禊（みそぎ）といふことをしに、近江や若狹を廻つて、越前の鹿角（つぬが）といふところに假りのお宮を作り、しばらくの間そこに滞在しておりました。


  　するとその土地に祀られてお出でになる伊肴沙和氣大神（いざさわけのおほかみ）といふ神さまが、或晩宿禰の夢に現れて入らしつて、


  　「わしの名を､お小さい天皇のお名と取りかへてくれぬか｡」と仰いました。


  　宿禰は、


  　「それは勿體ない仰せでございます｡どうも有り難う存じます｡」


  　とお答へ申しました。大神は、


  　「それでは、明日お供をして海ばたへ來るがよい。名を取りかへて下さつたお禮を上げようから｡」と仰いました。


  　それで翌る朝早く、天皇をおつれ申して海岸へ出て見ますと、みんな鼻の先に傷をうけた、それはそれは大層な海豚（いるか）が、濱中へ一ぱい打ち上げられてをりました。


  　宿禰は早速お社へお使ひを立てゝ、


  　「食べ料のお魚をどつさり有りがたう存じます｡｣とお禮を申し上げました。


  　天皇はそれから大和へおかへりになりました。


  　お待受けになつてゐたお母上の皇后は、それはそれは大喜びをなすつて、早速御用意のお酒を出させて、お祝ひのおさかもりをなさいました。


  　皇后は、


  　「このお酒は、私がかもした酒ではない。藥の神の少名彦名神があなたの御運をお祝ひして、喜びさわいで造つて下されたお酒だから、のこさず､すつかり召し上つて下さい。さあさあどうぞ｡」


  　といふ意味をお謠にお謠ひになりました。


  　宿禰は天皇に代つて、


  　「このお酒をつくつた人は、鼓を臼の上に立てゝ、謠ひながら、舞ひながら、喜び喜び造つたせいでございますか、それはそれは大層よいお酒で、いたゞきますと、ひとりでに歌ひたく、舞ひたくなつてまゐります。あゝ楽しや。」


  　とお答への謠を謠ひながら、ともどもにお喜び申しました。


  　後の世の人は、このお母上の皇后の、いろんな雄々しい大きなお手柄をおほめ申し上げて、お名前を特に神功皇后（じんごうくわうごう）とおよび申してをります。


  



  　


  赤い玉


  　


  　　　　　　一


  　


  　神功皇后（じんごうくわうごう）の御母方の御先祖については、かういふお話が傳はつてゐます。


  　それは、この時分からも、もつともつと昔、新羅（しらぎ）の國の阿具沼（あぐぬま）といふ沼のほとりで、或日一人の女が晝寢をしてをりました。すると、ふしぎなことには、日の光が虹のやうになつて、さつと、その女のお腹へ射しました。


  　それを丁度通りかゝつた一人の農夫が見て、變なこともあるものだと思ひながら、それからは、いつもその女の素振に目をつけてゐますと、女は間もなくお腹が大きくなつて、一つの赤い玉を生み落しました。農夫はその玉を女から貰つて、ものに包んで、いつも腰につけてゐました。


  　この農夫は谷間に田を作つてをりました。或日農夫は、その田で働いてゐる人たちの食べものを、牛に負はせて運んで行きますと、その谷間で、天日矛（あめのひぼこ）といふ、この國の王子に出會ひました。


  　王子は農夫が變なところへ牛を引いて行くのを見て、


  　「これこれ、そちはどうしてその牛へ食べものなぞを載せてこんなところへ這入つて來たのだ。きつと人に隱れてその牛も殺して食はうといふのであらう｡」と言ひながら､いきなりその農夫をつかまへて牢屋へつれて行かうとしました。農夫は、


  　「いえいえ私は決してこの牛を殺さうなどゝするのではございません。たゞかうして百姓たちの食べものを運んでまゐりますだけでございます｡」と､本當のまゝを話しました。それでも王子は、


  　「いやいや嘘だ｡」と言つて中々許してくれないので､農夫は腰につけてゐる例の赤い玉を出して、それを王子に上げて、やつとのことで放して貰ひました。


  　王子はその玉をお家へ持つて歸つて、床の間に置いておきました。するとその赤い玉が、ふいに一人の美しい娘になりました。王子はその娘を自分のお嫁にもらひました。


  　そのお嫁は、いつもいろいろの珍らしいお料理をこしらへて、王子に食べさせてゐましたが、王子はだんだんにわがまゝを出して、しまひにはお嫁をひどく罵り飛ばすやうになりました。するとお嫁の方でもとうとうたまりかねて、


  　「私はもうこれぎり親たちの國へ歸つてしまひます。もともと私はあなたのやうな方のお嫁になつて馬鹿にされるやうな女ではありません｡」と言ひながら､その家をぬけ出して、小舟に乘つて、はるばると攝津（せっつ）の難波津（なにはのつ）まで遁げて來ました。この女の人は後に阿加流媛（あかるひめ）といふ神さまとしてその土地に祀られました。


  　王子の天日矛（あめのひぼこ）は、そのお嫁のあとを追つかけて、とうとう難波（なには）の海まで出て來ましたが、そこの海の神が遮つてどうしても入れてくれないものですから、 仕方なしに引きかへして、 但馬（たじま）の方へ廻つて、そこへ上陸しました。そして、しばらくそこに暮してゐるうちに、後にはとうとうその土地の人をお嫁にもらつて、そのまゝそこへゐつくことにしました。


  　この天日矛の七代目の孫にあたる高額媛（たかぬひめ）といふ人がお生み申したのが、すなはち神功皇后のお母上で入らつしやいました。例の垂仁（すゐにん）天皇のお言ひつけによつて、常世國へ橘の實を取りに行つたあの多遲摩毛理（たぢまもり）は、日矛（ひぼこ）の五代目の孫の一人でした。


  　日矛はこちらへ渡つて來るときに､立派な珠や鏡なぞの寶物を､八品持つて來ました。その寶物は、伊豆志（いづし）の大神といふ名前の神さまにして祀られることになりました。


  　


  　　　　　　二


  　


  　この寶物を祀つた神さまに、伊豆志乙女（いづしおとめ）といふ女神が生れました。この女神を、いろんな神々たちがお嫁にもらはうとなさいましたが、女神は厭がつて、だれのところへもゆかうとはしませんでした。


  　その神たちの中に、秋山（あきやま）の下冰男（したびをとこ）といふ神がゐました。その神が弟の春山（はるやま）の霞男（かすみをとこ）といふ神に向つて、


  　「私はあの女神をお嫁にしようと思つても、どうしても來てくれない。どうだ、お前なら貰つて見せるか｡」と聞きました。


  　「私ならわけなく貰つて來ます｡」と弟の神はいひました。


  　「ふゝん、きつとか。よし。それではお前が立派にあの女神を貰つて見せたら、そのお祝ひに、私の着物をやらう。それから私の身の丈ほどの大甕（おほがめ）に酒を盛つて、海山の珍らしい御馳走をそろへてよんでやらう。併し、もし貰ひそこねたら、あんな廣言をはいた罰に､今私がしてやらうと言つたとほりを私にしてくれるか｡」


  　と言ひました。


  　弟の神は、おゝ､よろしい、それでは賭をしようと誓ひました｡そして、お家へかへつて､そのことをお母さまにお話ししますと､お母さまの女神は、一晩のうちに、藤の蔓で、着物から袴から、靴から靴下まで織つたりこしらへたりした上に、やはり同じ藤の蔓で弓と矢をこしらへてくれました。


  　弟の神はその着物や靴をすつかり身につけて、その弓矢を持つて、例の女神のお家へ出かけて行きました。すると、忽ち、その着物や靴や弓矢にまで、のこらず、一どにぱッと藤の花が咲きそろひました。


  　弟の神はその弓矢を便所のところへかけておきますと、女神はそれを見つけて、ふしぎに思ひながら、取りはづして持つて行きました。弟の神はすかさず、そのあとに附いて女神の室に這入つて、どうぞ私のお嫁になつて下さいと言ひました。そして、とうとうその女神をもらつてしまひました。


  　二人の間には一人の子供まで出來ました。


  　弟の神は、それで兄の神に向つて、


  　「私はあのとほり、ちやんと女神をもらひました。だから約束のとほり、あなたの着物を下さい。それから御馳走もどつさりして下さい｡」と言ひました。すると兄の神は､弟の神のことを大層妬んで、てんで着物もやらないし、御馳走をもしませんでした。


  　弟の神は、そのことを母上の女神に言ひつけました。すると女神は、兄の神をよんで、


  　「お前はなぜそんなに人を騙すのです。この世の中に住んでゐる間は､すべて立派な神々のなさるとほりをしなければいけません｡お前のやうに、卑しい人間の眞似をするものはそのまゝにしてはおかれない｡」と､ひどく怒りつけました。それから、そこいらの河の中の島に生えてゐる竹を伐つて來て、それで目の荒い荒籠をつくり、その中へ、河の石に鹽をふりかけて、それを竹の葉に包んだのを入れて、


  　「この兄の神のやうな嘘つきは、この竹の葉が萎れるやうに萎れてしまへ。この鹽が乾るやうに乾からべてしまへ。そして、この石が沈むやうに沈み倒れてしまへ｡」と詛（のろ）つて､その籠を竃の上に置いておかせました。


  　すると兄の神は、その祟りで、全八年の間、乾からび萎れ、病みやつれて、それはそれは苦しい目を見ました。それでとうとう弱り果てゝ、泣き泣き母上の女神におわびをしました。


  　女神はそのときやつと詛ひをといてやりました｡そのおかげで､兄の神は、又もとのとほりの丈夫な體にかへりました。


  



  　


  宇治の渡


  　


  　　　　　　一


  　


  　お小さな應神（おうじん）天皇も、そのうちにすつかり御成人になつて、大和の明の宮で、御自身に政（まつりごと）をお聞きになりました。


  　或とき、天皇は近江へ御巡幸になりました。そのお途中で、山城の宇治野にお立ちになつて葛野の方を御覽になりますと、そちらには家々も多く見え、よい土地もどつさりあるのがお目に止りました。


  　天皇はその眺めを謠にお謠ひになりながら、間もなく木幡といふところまでお出でになりますと､その村のお道筋で､それはそれは美しい一人の少女にお出會ひになりました。


  　天皇は、


  　「そちは誰の娘か｡」とおたづねになりました。


  　「私は比布禮能意富美（ひふれのおほみ）と申しますものゝ子で、宮主矢河枝媛（みやぬしやかはえひめ）と申しますものでございます｡」と、その娘はお答へ申しました。


  　すると天皇は、


  　「では明日かへりにそちの家に行くぞ。」と仰いました。


  　媛はお家へ歸つて、すべてのことをくはしくお父さまに話しました。


  　お父さまの意富美（いほみ）は、


  　「それではそのお方は天子さまだ。これはこれは勿體ない。そちも十分氣をつけて失禮のないやうによくおもてなし申し上げよ｡｣と言ひ聞かせました。そして早速家中を、隅々まですつかり飾りつけて、ちやんとお待ち申しておりました。


  　天皇は仰のとほり、翌る日お立ち寄りになりました。意富美等は怖れ畏（かしこ）みながら､御馳走をはこんでおもてなしをいたしました｡


  　天皇は矢河枝媛（やかはえひめ）が奉るお盞をお取りになつて、


  　「この料理の蟹は、


  　　越前の敦賀の蟹が、


  　　横ざまに這つて、


  　　近江を越えて來たものか。


  　　私もその近江から來て、


  　　木幡の村でお前に會つた。


  　　お前の後姿は、


  　　楯のやうにすらりとしてゐる。


  　　お前のきれいな齒並（はなみ）は、


  　　椎の實のやうに白く光つてゐる。


  　　顔には丸邇坂（わにざか）の土を──


  　　そこの土は、


  　　上土は赤く、


  　　底土は赤黑いけれど──


  　　中土の、


  　　丁度色のよいのを


  　　眉墨にして、


  　　色濃く眉を畫（か）いてゐる。


  　　お前はほんとにきれいな子だ。」


  　と、かういふ意味のお謠を謠つておほめになりました。


  　天皇は、この美しい矢河枝媛を、後にお妃にお召しになりました｡このお妃から､宇治若郎子（うぢのわかいらつこ）と仰る皇子がお生れになりました。


  　天皇には、すべてゞ、皇子が十一人、皇女が十五人おありになりました。


  　その中で、天皇は、矢河枝媛のお生み申した若郎子皇子（わかいらつこわうじ）を、一番可愛くおぼしめして入らつしやいました。


  　或とき天皇は、その若郎子皇子とはそれぞれ又お腹ちがひのお兄上で入らつしやる、大山守命（おほやまもりのみこと）とと大雀命（おほさゝぎのみこと）のお二人をお召しになつて、


  　「お前たちは､子供は兄と弟ととちらが可愛いものと思ふか｡」とお聞きになりました。


  　大山守命は


  　「それはだれでも兄の方を可愛くおもひます｡」と､ざうさなくお答へになりました。


  　併しお年下の大雀命は、お父上がこんなお問ひをおかけになるのは、わしたち二人をおいて、弟の若郎子にお位をお譲りになりたいといふおぼし召しに相違ないと、ちやんと、天皇のお心持をおさとりになりました。それでそのおぼしめしに副（そ）うやうに、


  　「私は弟の方が可愛いだらうと思ひます。兄の方は、最早成人してをりますので、何の心配もございませんが、弟となりますと、まだ子供でございますから､可哀さうでございます｡」とお答へになりました。


  　天皇は、


  　「それは雀のいふとほりである｡私もさう思つてゐる｡」と仰になり、なほ改めて、


  　「ではこれから、そちたち二人と若郎子と三人の中、大山守は海と山とのことを司れ。雀は私を助けて、そのほかのすべての政を執り行へよ。それから若郎子には、後に私のあとをついて天皇の位につかせることにしよう｡」と､かう仰つて、ちやんと、お三人のお役わりをお定めおきになりました。


  　大山守命は、後に、このお言ひつけにお背きになつて、若郎子皇子を殺さうとさへなさいましたが、ひとり大雀命だけは、しまひまで天皇の御命令のとほりにお盡しになりました。


  　


  　　　　　　二


  　天皇は日向の諸懸君（もろあがたぎみ）といふものゝ子に、髪長媛（かみながひめ）といふ、大層器量のよい娘があるとお聞きになりまして、それを御殿へお召し使ひになるおつもりで、はるばるとお召し上せになりました。


  　皇子の大雀命は、その髪長媛が船で難波津へ着いたところを御覽になり、その美しいのに感心しておしまひになりました。それで武内宿禰（たけのうちのすくね）に向つて、


  　「今度日向からお召しよせになつたあの髪長媛を、お父上にお願ひして、私のお嫁になつてくれないか。」とおたのみになりました。


  　宿禰は畏つて、すぐにそのことを天皇に申し上げました。


  　すると天皇は、間もなくお酒盛のお席へ大雀命をお召しになりました。そして、美しい髪長媛にお酒をつぐ柏の葉をお持たせになつて、そのまゝ命にお下しになりました。


  　天皇はそれと一しよに、


  　「私が、子どもたちをつれて、


  　　野蒜（のびる）をつみに通り通りする、


  　　あの道ばたの橘の木は、


  　　上の枝々は鳥に荒され、


  　　下の枝々は人にむしられて、


  　　中の枝にばかり花がさいてゐる。


  　　そのひそかな花の中に、


  　　小さくかくれてゐる實のやうな、


  　　しとやかなこの乙女なら、


  　　丁度お前に似合つている。


  　　さあさあつれて行け｡」


  　といふ意味をお謠に謠つてお祝ひになりました。


  　皇子はとうから評判にも聞いてゐた、このきれいな人を、天皇のお許しでお妃におもらひになつたお嬉しさを、同じく謠にお謠ひになつて、大喜びで御前をお下りになりました。


  　


  　　　　　　三


  　


  　この天皇の御代には､新羅の國の人がどつさり渡つて來ました｡武内宿禰はその人々を使つて、方々に田へ水を取る池などを掘りました。


  　それから百濟の國の王からは、牡馬一頭、牝馬一頭に阿知吉師（あちきし）といふものをつけて献上し､又刀や大きな鏡なぞをも献じました｡


  　天皇は百濟の王に向つて、お前のところに賢い人があるならばよこすやうにと仰せつけになりました。王はそれで早速和邇吉師（わにきし）といふ學者をよこしてまゐりました。


  　そのとき和邇（わに）は、十卷の論語といふ本と、千字文（せんじもん）といふ一卷の本とを持つて來て献上いたしました。又いろいろの職工や、鍛冶屋の卓素（たくそ）といふものや、機織の西素（さいそ）といふものや、そのほか酒を造ることの上手な仁番（にほ）といふものも一しよに渡つて來ました。


  　天皇はその仁番、又の名、須々許理（すゞこり）のこしらへたお酒を召し上りました。そして、


  　「あゝ醉つた、須々許理がかもした酒に心持よくよつた。おもしろく醉つた。」


  　といふ意味の謠をお謠ひになりながら、お宮の外へお出ましになつて、河内の方へ行く道の眞中にあつた大きな石を、お杖をあげてお打ちになりますと、その石がびつくりして飛びのきました。


  　


  　　　　　　四


  　


  　天皇は後にとうとう御年百三十でおかくれになりました。


  　それで大雀命は、かねて仰せ附かつて入らつしやるとほり、若郎子をお位におつけしようとなさいました。


  　ところがお兄上の大山守命は、天皇の仰せのこしに反いて、若郎子を殺して自分で天下を取らうとおかゝりになり、ひそかに兵をお集めになり出しました。


  　大雀命は、そのことを早くもお聞きつけになつたので、すぐに使を出して、若郎子皇子にお知らせになりました。


  　若郎子はそれを聞くとびつくりなすつて、大急ぎでいろいろの手はずをなさいました。


  　皇子はまづ第一に、宇治川のほとりへ、こつそりと兵を忍ばせてお置きになりました。それから、宇治の山の上に絹の幕を張り帷（とばり）を立てまはして、一人の御家來を、立派な皇子のやうに仕立てて、その姿が山の下からよく見えるやうに、帷の一方を開けて、その中の椅子にかけさせてお置きになりました。そして、そこへいろいろの家來たちを、うやうやしく出たり這入つたりおさせになりました。


  　ですから、遠くから見ると、だれの目にも、そこには若郎子御自身がお出向きになつてゐるやうに見えました。


  　皇子はそれと一しよに、大山守命が下の川をおわたりになるときに、うまくお乘せするやうに、船をわざとたつた一艘おそなへつけになり、その船の中の簀子（すのこ）には、佐那葛（さなかつら）といふ蔓草を舂（つ）いてべとべとの汁にしたものを一面に塗りつけて、人が足を踏み込むと忽ち滑りころぶやうな仕掛けをさせてお置きになりました。


  　そして御自分自身は、粗末な布の着物を召し、いやしい船頭のやうに上手にお姿をおかへになつて、梶を握つて、その船の中に待ち受けてお出でになりました。


  　すると大山守命は、お引きつれになつた兵士を、こつそりそこいらへ隱れさせてお置きになり、御自分は、鎧の上へ、さりげなく、たゞのお召しものを召して、お一人で川の岸へ出てお出でになりました。


  　するとそちらの山の上に立派な絹の帷などが張りつらねてあるのが、すぐにお目にとまりました。


  　命はその帷の中にいかめしく椅子にかけてゐる人を、若郎子だと思ひ込んでおしまひになりました。それで早速船にお乘りになつて、向うへおわたりになりかけました。


  　命は船頭に向つて、


  　「おい、あすこの山に大きな手負猪がゐるといふ話だが、一つその猪を捕りたいものだね。どうだ､お前捕つてくれぬか｡」とお言ひになりました。


  　船頭の皇子は、


  　「いえ､それはとても駄目でございます｡｣とお答へになりました｡


  　「なぜ駄目だ。」


  　「あの猪は、これまでいろんな人が捕らうとしましたがどうしても捕れません。ですから、いくらあなたが欲しいとおぼしめしても、とても駄目でございます。」


  　かうお答へになるうちに、船は最早丁度川の眞ん中あたりへ來ました。すると皇子はいきなり、そこでどしんと船を傾けて、命をざんぶと川の中へ落し込んでおしまひになりました。


  　命は間もなく水の上へ浮き出て、顔だけ出して流され流されなさりながら、


  　「あゝ私は押し流される。


  　　だれかすばやく船を出して、


  　　助けに來てくれよ。」


  　といふ意味をお謠ひになりました。


  　するとそれと一しよに、さきに若郎子が隱してお置きになつた兵たちが、わあッと一度に、そちこちから駆け出して來て、命を岸へ取りつかせないやうに、みんなで矢をつがへ構へて、追ひ流し追ひ流ししました。


  　ですから命はどうすることもお出來にならないで、そのまゝ訶和羅前（かわらのさき）といふところまで流れて入らしつて、とうとうそこで溺れ死に死んでおしまひになりました。


  　若郎子の兵士たちは、ぶくぶくと沈んだ命のお死骸を、鉤で探りあてゝ引き上げました。


  　若郎子はそれを御覽になりながら、


  　「私は伏せ勢の兵たちに、もう矢を射放させようか、もう射殺させようかと、いくども思ひ思ひしたけれど、一つにはお父上のことを思ひかへし、次には妹たちのことをも思ひ出して、同じお一人のお父上の子、同じあの妹たちの兄でありながら、それをむざむざ殺すのは痛はしいので、とうとう矢一本射放すことも出來ないでしまつた。」


  　といふ意味をお謠ひになり、そのまゝ大和へお引き上げになりました。


  　そして、お兄上のお死骸を奈良山の上にお葬りになりました。


  　


  　　　　　　五


  　


  　大雀命は、それでいよいよお父上の仰せのとほりに、若郎子皇子にお位におつきになるやうにおすゝめになりました。


  　併し皇子は、お父上のおあとはお兄さまがおつぎになるのが本當です、お兄さまをさしおいてお位に上るなぞといふことは、私にはとても出來ません、どうぞお許し下さいと仰つて、どこまでもお兄上の命のお顔をお立てにならうとなさいました。


  　併し命は命で、いかなることがあつてもお父上のお言ひつけに反くことは出來ないとお言ひ通しになり、長い間、お二人でお互に譲り合つて入らつしやいました。


  　そのとき或海人が、天皇へ献上するものを持つて上つて來ました。


  　その海人が、大雀命のところへ伺ひますと、命は、それは若郎子皇子に奉れ、あの方が天皇で入らつしやると仰つて、お受けつけになりませんし、それではと言つて皇子の方へ伺へば、それはお兄上の方へ献ぜよと仰せになりました。


  　海人はあつちへ行つたり、こつちへ來たり、それが二度や三度ではなかつたので、とうとう行つたり來たりにくたびれて、しまひにはおんおん泣き出してしまひました。そのために､｢海人ではないが､自分のものをもてあまして泣く｡」といふ諺さへ出來ました。


  　お二人はそれほどまでになすつて、御めいめいにお義理をつくして入らつしやいましたが、そのうちに、若郎子皇子がふいにお若死をなすつたので、大雀命も止むを得ず、遂にお位におつきになりました。後の代から仁徳天皇とおよび申すのが即ちこの天皇で入らつしやいます。


  



  　


  難波のお宮


  　


  　　　　　　一


  　


  　仁徳天皇はお位にお上りになりますと、難波の高津の宮を皇居にお定めになり､葛城の曽津彦（そつひこ）といふ人の娘の岩野媛（いはのひめ）といふ方を､改めて皇后にお立てになりました。


  　天皇がまだ皇子大雀命（おほさゝぎのみこと）で入らつしやるとき、或年、攝津（せっつ）の日女島（ひめじま）といふ島へお出でになつて、そこでお酒盛をなすつたことがありました｡すると､たまたまその島に雁が卵を産んでをりました。


  　皇子は、日本で雁が卵を産んだといふことは、これまで一度もお聞きになつたことがないものですから、大層ふしぎにおぼしめして、後で武内宿禰（たけのうちのすくね）を召して、


  　「そちは世の中に稀な、長命の人であるが、一たい日本で雁が卵を産んだといふ話を聞いたことがあるか｡」と､かういふ意味を謠に謠つておたづねになりました。


  　宿禰は、


  　「なるほど、それは御尤のお尋ねでございます。私もこれほど長生きをいたしてをりますが、今日まで、嘗（かつ）てさういふ例を聞きましたことがございません｡」と､同じやうに謠に謠つて、かうお答へ申し上げた後、お側にあつたお琴をお借り申して、


  　「これはきつと、あなたさまが遂には天下をお治めになるといふ目出たい先ぶれに相違ございません｡」と､かういふ意味の謠を、お琴にひいて謠ひました。皇子はそのとほり、十五人も入らしつた御兄弟の中から、しまひにお父上の天皇のおあとをお繼ぎになりました。


  　御即位になつた後、天皇は､或とき､高い山にお登りになつて、四方の村々をお見しらべになりました。そして打ち萎れて仰せになりました。


  　「見わたすところ、どの村々もたゞひつそりして、家々から一寸も烟が上つてゐない。これでは到るところ、人民たちが炊いて食べるものもないほど貧窮をしてゐるらしい。どうかこれから三年の間は、下々から一切租税をとるな。又すべての働きに使ふことも許してやれ。」と仰せになりました。


  　それでその全三年の間といふものは、宮中へはどこからも何一つお納めものをしないので、天皇もそれはそれはひどい御不自由をなさいました。例へばお宮が破れこはれても、お手元にはそれをおつくろひになる御費用もおありになりませんでした。併し天皇はそれでも寸分もお厭（いと）ひにならないで、雨がひどく降るたんびには、お部屋の中へ樋を引き入れて、ざあざあと漏り入る雨もれをお受けになり、御自分自身は雫のおちないところをお見つけになつて、御座所を移し移ししてお凌ぎになりました。


  　それから三年の後に、再び山に登つて御覽になりますと、今度は先とはすつかり打つて變つて、お目の及ぶかぎり、どの村々にも烟が一ぱい、勢よく立ち上つてをりました。天皇はそれを御覽になつて、みなのものも、もうすつかり裕になつたと仰つて、やうやく御安神になりました。そして、そこではじめて租税や夫役を仰せつけになりました。


  　すると人民は、もう十分にたくはへも出來てゐましたので、お納めものをするにも、使ひ働きに上るのにも、それこそ楽々と御用を承ることが出來ました。


  　天皇は下々に對して、これほどまでに思ひやりのお深い方で入らつしやいました｡ですから後の代からも永くお慕ひ申し上げて､その御一代を聖帝の御世とおよび申してをります。


  　


  　　　　　　二


  　


  　この天皇の皇后で入らしつた岩野媛（いはのひめ）は、それはそれは、大變に御嫉妬のはげしいお方で、一寸のことにも、ぢきに足ずりをして、火がついたやうにおさわぎ立てになりました。それですから、宮中に召し使はれてゐる婦人たちは、天皇のお部屋なぞへは、うつかり這入ることも出來ませんでした。


  　或とき天皇はそのころ吉備（きび）と言つてゐた、今の備前、備中地方の、黑崎といふところに、海部直（あまのあたへ）といふものゝ子で、黑媛（くろひめ）といふ大層器量のよい娘がゐるとお聞きになりまして、すぐに召し上せて宮中でお召し使ひになりました。


  　ところが皇后が事々につけて、あまりに妬みおいじめになるものですから、黑媛はたまりかねて、とうとうお宮を遁げ出してお家へ歸つてしまひました。


  　そのとき天皇は、高殿にお上りになつて、その黑媛の乘つてゐる船が、難波の港を出て行くのを御覽になりながら、


  　「可哀さうに、あすこに黑媛がかへつて行く。


  　　あの沖に、たくさんの小舟にまじつて、


  　　あの女の船が出て行くよ。」


  　と、かういふ意味のお謠をお謠ひになりました。


  　すると皇后は、そのことをお聞きになつて、ひどく怒つておしまひになり、すぐに人をやつて、黑媛をむりやりに船から引き下させて、遥かな吉備の國まで、わざと歩いておかへしになりました。


  　天皇はその後も、黑媛のことをしじゅう哀れに思ひ思ひお暮しになつてゐました。そんなわけで、天皇は遂に或日、淡路島を見に行くと仰つて皇后のお手前をおつくろひになり、一たんその島へ入らしつた上、そこから、黑媛をたづねて、こつそりと吉備までお下りになりました。


  　黑媛は天皇を山方といふところへお迎へ申しました。そして、召し上りものに羹（あつもの）をこしらへてさし上げようと思ひまして、靑菜をつみに出ました。すると天皇も一しよに出て御覽になり、大層お興深くおぼしめして､そのお心持をお謠にお謠ひになりました｡


  　天皇がいよいよお立ちになるときには、黑媛もお別れの謠をうたひました。媛は天皇がわざわざそんなになすつて、隱れ隱れてまでおたづね下すつた勿體なさを、一生お忘れ申すことが出來ませんでした。


  　


  　　　　　　三


  　


  　皇后はその後、或宴會をお催しになるについて、そのときお酒をおつぎになる御綱柏（みつながしは）といふ柏の葉を取りに、わざわざ紀伊國までお出かけになつたことがありました。


  　そのお留守の間、天皇のお側には八田若郎女（やたのわかいらつめ）といふ女官がお仕へ申してをりました。


  　皇后は間もなく御綱柏の葉をお船につんで、難波へ向つて歸つて入らつしやいました。そのお途中で、お供の中の或女たちの乘つてゐる船が、皇后のお船に後れて行き行きするうちに、難波の大渡といふ海まで來ますと､向うから一艘の船が來かゝりました｡その中には、高津のお宮のお飮み水を取る方に働いてゐた、吉備の生れの、或身分の低い仕丁（よぼろ）で、おいとまをいたゞいてお家へかへるのが、乘り合はせてをりました。そのものが船のすれちがひに、


  　「天皇さまは、このごろ八田若郎女がすつかりお氣に入りで、それはそれは大層御寵愛になつてゐると｡」と喋つて行きました｡それを聞いた女どもは、わざわざ大急ぎで皇后のお船に追ひついて、そのことをべちやべちやと皇后のお耳に入れました。


  　さうすると、例の御氣性の皇后は、忽ちじりじりなすつて、せつかくそこまで持つておかへりになつた御綱柏の葉を、すつかり海へ投げすてゝおしまひになりました。それから間もなくお船はこちらへ歸り着きましたが、皇后は若郎女のことをお考へになればなるほどお悔しくて、そのお腹立ちまぎれに、港へはおつけにならないで、ずんずんお船を堀江へお入れになり、そこから淀河を上つて山城まで行つておしまひになりました。


  　そのとき皇后は、


  　「私はとうとう山城川を上り、奈良や小楯をも通りすぎて、こんなにあちこちさまよつてはゐるけれど、それもどこを一つ見たいのでもない。見たいのは高津のお宮よりほかには何にもない｡｣といふ意味をお謠ひになりました。


  　それから又山城へ引きかへして、筒木といふところへお出でになり、そこに住まつてゐる朝鮮の歸化人の奴里能美といふものゝお家へお駐りになりました。


  　天皇はすべてのことをお聞きになりますと、鳥山といふ舎人に向つて、


  　「お前早く行つて會つて來い｡」といふ意味をお謠で仰つて､皇后のところへおつかはしになりました。その次には、丸邇臣口子（わにのおみくちこ）といふものをお召しになつて、


  　「皇后はあんなにいつまでも拗ねて、お宮へもかへつて來ないけれど、併し心の中では私のことを思つてゐるに相違ない。二人の間であるものを､そんなに意地を張らないでもよいであらうに｡」


  　といふ意味を、二つのお謠にお謠ひになつて、又改めて口子をお迎ひにおやりになりました。


  　お使の口子は、奴里能美のお家へ着きますと、天皇のそのお謠を片時も早く皇后に申し上げようと思ひまして、御座所のお庭先へ伺ひました。


  　そのときには丁度ひどい大雨がざあざあ降つてをりました。口子はその雨の中をも厭はず、皇后のお部屋の前の地びたへ平伏しますと、皇后は、つんとして、いきなり後の戸口の方へ立つて行つておしまひになりました。口子は怖る怖るそちら側へ廻つて平伏しました。さうすると皇后は又ついと前の方の戸口へ來ておしまひになりました｡口子はあつちへ行つたりこつちへ來たりして､土の上に跪いてゐるうちに､雨はいよいよ土砂ぶりに降り募つて､その溜り水が腰まで浸すほどになりました。口子は赤い紐のついた、藍染の上着を着てをりましたが、その紐がびしょびしょになつて赤い色がすつかり流れ出したので、しまひには靑い着物も眞赤に染つてしまひました。


  　そのとき皇后のお側には、口子の妹の口媛といふものがお仕へ申してをりました。口媛はお兄さまのそのありさまを見て、


  　「まあ、おかはいさうに、あんなにまでしてお物を申し上げようとしてゐるのに、見てゐる私には涙がこぼれて來る。」


  　といふ意味を謠に謠ひました。


  　皇后はそれをお聞きになつて、


  　「兄とはだれのことか｡」とおたづねになりました。


  　「さつきから、あすこに、水の中にひれ伏してをりますのが私の兄の口子でございます｡｣と､口媛は涙を抑へてお答へ申しました｡


  　口子はそのあとで、口媛と奴里能美の二人に相談して、これはどうしても天皇にこちらへ入らしつていたゞくより外には手だてがあるまいと、かう話を決めました。それで口子は急いでお宮へかへつて申し上げました。


  　「まゐりまして、すつかりわけをお聞き申しますと、皇后さまがあちらへお出向ひになりましたのは、奴里能美の家に珍らしい蟲を飼つてをりますので、たゞそれを御覽になるためにお出かけになりましたのでございます。そのほかには決して何のわけもおありにはなりません。その蟲と申しますのは、はじめは這う蟲でゐますのが、次には卵になり、又その次には飛ぶ蟲になりまして、順々に三度姿をかへる、奇態な蟲ださうでございます｡」と､口子は、子供でも心得てゐる蠶のことを、わざと珍らしさうに、上手にかう申し上げました。


  　すると天皇は、


  　「さうか。そんな面白い蟲がゐるなら私も見に行かう｡｣と仰つてすぐにお宮をお出ましになり、奴里能美のお家へ行幸になりました。


  　奴里能美は、口子が申し上げたとほりの三とほりの蟲を、前以て皇后に献上しておきました。


  　天皇は皇后のお部屋の戸の前にお立ちになつて、


  　「そなたがいつまでも怒つたりしてゐるので、とうとうみんながこゝまで出て來なければならなくなつた。もうたいていにしてお歸りなさい。」とお謠ひになり、間もなくおともどもに難波のお宮へ御環幸になりました。


  　天皇はそれと一しよに、八田若郎女（やたのわかいらつめ）においとまをおつかはしになりました。併しその代りには、郎女の名前をいつまでも傳へのこすために、八田部といふ部族をおこしらへになりました。


  　


  　　　　　　四


  　


  　それから又或とき天皇は、女鳥王といふ、或お血筋の近い方を宮中にお召しかゝへにならうとして、弟さまの速總別王（はやぶさわけのみこ）をお使にお立てになりました。


  　王は早速入らしつて、その思召しをお傳へになりますと、女鳥王はかぶりをふつて、


  　「いえいえ、私は宮中へはお仕へ申したくございません。皇后さまがあんなに御嫉妬深く入らつしやるので、八田若郎女だつて御奉公が出來ないで下つてしまひましたではございませんか。それよりも、こんな私でございますが、どうぞあなたのお嫁にして下さいまし。」と、おたのみになりました。


  　それで王はその女鳥王をお嫁になさいました。そして天皇に對しては、いつまでも御返事を申し上げないまゝで入らつしやいました。


  　すると天皇は、しまひに御自分で女鳥王のお家へお出かけになり、戸口の閾（しきゐ）の上にお立ちになつて覗いて御覽になりますと、王は丁度中でお機を織つて入らつしやいました。


  　天皇は、


  　「それはだれの着物に織つてゐるのか｡」と､お謠に謠つてお聞きになりました。すると女鳥王もやはりお謠で、


  　「これは速總別王にお着せ申しますのでございます｡｣とお答へになりました。


  　天皇はそれをお聞きになつて、二人のことをすつかりおさとりになり、そのまゝお宮へおかへりになりました。


  　女鳥王はその後で、間もなく速總別王が出て入らつしやいますと、


  　「もし、あなたさまよ。雲雀でさへもどんどん大空へ翔け上るではございませんか。あなたはお名前も鷹の中の隼と同じで入らつしやるのに､さあ早く鷦鷯（さゝぎ）をとり殺しておしまひなさい｡｣と､かういふ意味をお謠ひになりました。それはいふまでもなく、天皇のお名か大雀命（おほさゝぎのみこと）なので、それを鷦鷯に通はせて、一ときも早く天皇をお殺し申して御自分でお位にお即きになるやうにと、怖ろしい入れ知慧をなすつたのでした。


  　さうすると、そのお謠のことが、いつの間にか天皇のお耳に這入りました。天皇はすぐに兵を集めて、速總別王を殺しにおつかはしになりました。


  　速總別王はそれと感づくと、びつくりして､女鳥王と一しよに､すばやく大和へ逃げ出しておしまひになりました。そのお途中、倉橋山といふ險しい山をお超えになるときに、かよわい女鳥王は大層御難澁（なんじふ）をなすつて、夫の王のお手にすがりすがりして、やつと上までお上りになりました。


  　お二人はそこから更に同じ大和の曽邇（そに）といふところまで入らつしやいますと、天皇方の兵がそこで追ひついて、お二人を刺し殺してしまひました。


  　そのとき軍勢を率ゐて來たのは山邊大楯連（やまべのおほたてのむらじ）といふ強（つは）ものでした｡連（むらじ）は女鳥王のお死骸のお手頸に、立派なお腕飾がついてゐるのを見まして、早速それを剥ぎ取つて、自分の家内に持つてかへつてやりました。


  　そのうちに宮中に或御宴會があつて、臣下のものゝ妻女たちが大勢お召し預りました。すると大楯連の妻は、女鳥王のお腕飾を得意らしく手頸に飾つて出てまゐりました。


  　皇后はそれ等の女たちへ、お手づから、お酒を盛る柏の葉をお下しになりました。みんなは代る代る御前へ出て、それをいたゞいて下りました。


  　皇后はそのときに､ふと､連の妻の腕飾にお目がとまりました。すると､それはかねてお見覺えのある女鳥王のお持物でしたので､皇后はにはかにお顔色をおかへになり、この女にばかりは柏の葉もお下しにならないで、そのまゝすぐに御宴席から追ひ出しておしまひになりました。そして早速夫の連をおよびつけになつて、


  　「そちは人の腕飾を盗んで來て家内にやつたらう。あの速總別と女鳥の二人は、天皇に對して怖しい大罪を犯さうとしたのだから彼たちが殺されたのはもとより當りまへである。併しそちなぞから言へば、二人とも目上の王たちではないか。その人が身につけてゐるものを、死んでまだ膚のあたゝかいうちに剥ぎとつて、それを己の妻に與へるなぞと、まあ、よくもそんなひどいことが出來たね｡」と仰つて､ぐんぐんおいじめつけになつた上、容赦なくすぐに死刑に行はせておしまひになりました。


  　


  　　　　　　五


  　


  　この天皇の御代に、兎寸河（とさがは）といふ或河の西に、大きな大きな大木が一本立つてをりました。いつも朝日がさすたんびに、その木の影が淡路の島まで届き、夕日が當ると、河内の高安山よりももつと上まで影がさしました。


  　土地のものはその木を切つて船をこしらへました。するとそれはそれは大層はやく走れる船が出來ました｡みんなはその船に｢枯野（からぬ）｣といふ名前をつけました。そして朝晩それに乘つて、淡路島に湧き出るきれいな水を汲んで來ては、それを宮中のお召し料にさし上げてをりました。


  　後にみんなは、その船が古びこはれたのを燃やして鹽を燒き、その燒け殘つた木で琴を作りました。その琴をひきますと、音が遠く七つの村々まで響いたといふことです。


  　天皇はつひに御年八十三でお隱れになりました。


  



  　


  大鈴小鈴


  　


  　　　　　　一


  　


  　仁徳天皇には皇子が五人、皇女が一人おありになりました。その中で伊邪本別（いざほわけ）、水齒別（みづはわけ）、若子宿禰（わくごのすくね）のお三方が次々に天皇のお位にお上りになりました。


  　一番のお兄上の伊邪本別皇子は、お父上のぢきお後をおつぎになつて、同じ難波のお宮で、履仲（りちゆう）天皇としてお位におつきになりました。


  　その御即位のお祝ひのときに、天皇はお酒をどつさり召し上つて、ひどくお醉ひになつたまゝお寐みになりました。


  　すると、ぢき下の弟さまの中津王が、それを機に天皇をお殺し申してお位を取らうとおぼしめして、いきなりお宮へ火をおつけになりました｡火の手は忽ちぼうぼうと四方へもえ廣がりました｡


  　お宮中のものはふいを食つて大あわてにあわて騒ぎました。


  　天皇は､それでもまだ前後もなくお寐つて入らつしやいました｡それを阿知直（あちのあたへ）といふものが、すばやくお抱へ出し申し上げ、むりやりに馬にお乘せ申して、大和へ向つて遁げ出して行きました。


  　お醉ひつぶれになつてゐた天皇は、河内の多遲比野（たぢひの）といふところまで入らしつたとき、やつとお馬の上でお目ざめになり、


  　「こゝはどこか｡」とお尋ねになりました。阿知直は、


  　「中津王がお宮へ火をお放ちになりましたので、一と先づ大和の方へお供をしてまゐりますところでございます」とお答へ申しました。


  　天皇はそれをお聞きになつて、はじめてびつくりなさり、


  　「あゝ、こんな多遲比の野の中に寐るのだと分つてゐたら、夜風を防ぐ建菰（たてごも）なりと持つて來ようものを。」


  　と、かういふ意味のお謠をお謠ひになりました。


  　それから埴生坂（はにふざか）といふ坂までお出でになりまして、そこから、遥かに難波の方を振りかへつて御覽になりますと、お宮の火はまだ炎々と眞つ赤に燃え立つてをりました。天皇は、


  　「おゝ、あんなに多くの家が燃えてゐる。わが妃のゐるお宮も、あの中で燒けてゐるのか｡」といふ意味をお謠ひになりました。


  　それから同じ河内の大坂といふ山の下へおつきになりますと、向うから一人の女が通りかゝりました。その女に道をおたづねになりますと、女は、


  　「この山の上には、戰道具を持つた人たちが大勢で道を塞いでをります。大和の方へお出でになりますのなら、當麻道（たぢまぢ）からお廻りになりました方がよろしうございませう｡」と申し上げました。


  　天皇はその女のいふとほりになすつて、御無事に大和へお這入りになり、石上の神宮へお着きになつて、假りにそこへお駐りになりました。


  　すると、二番目の弟さまの水齒別命（みづはわけのみこと）が、その神宮へお伺ひになつて、天皇にお目見得をしようとなさいました。天皇はお側のものを以て、


  　「そちもきつと中津王と腹を合はせてゐるのであらう。目通りは許されない｡」と仰せになりました。命は、


  　「いえいえ私はそんな間違つた心は持つてをりません。決して中津王なぞと同腹ではございません｡」とお言ひになりました｡天皇は、


  　「それならば、これから難波へかへつて、中津王を討ち取つてまゐれ。その上で對面をしよう。」と仰いました。


  　


  　　　　　　二


  　


  　水齒別命（みづはわけのみこと）は、大急ぎでこちらへおかへりになりました。そして中津王のお側に仕へてゐる、曽婆加里（そばかり）といふ強ものをお召しになつて、


  　「もしそちが私のいふことを聞いてくれるなら、私は間もなく天皇になつて、そちを大臣に引き上げてやる。どうだ、さうして二人で天下を治めようではないか｡｣と上手にお欺しかけになりました。すると曽婆加里は大喜びで、


  　「あなたの仰せなら、どんなことでもいたします。」


  　と申し上げました。皇子は、その曽婆加里にさまざまのお品物をお下しになつた上、


  　「それでは、そちが仕へてゐるあの中津王を殺してまゐれ｡｣とお言ひつけになりました。曽婆加里は、


  　「畏りました｡」と､ざうさもなくお引き受けして飛んでかへり、王が厠にお這入りにならうとするところを待ちうけて、一と刺しに刺し殺してしまひました。


  　水齒別命は、曽婆加里と御一しよに、すぐに大和へ向つてお立ちになりました。そのお途中、例の大坂の山の下までお出でになつたとき、命はつくづくお考へになりました。


  　「この曽婆加里奴は、私のためには大きな手柄を立てた奴ではあるが、彼一人から言へば、主人を殺した大惡人である。こんな奴を、このまゝ持ち上げておくと、さきざきどんな怖しいことをし出すか分らない。今のうちに手早く片づけてしまつてやらう。併し、手柄だけはどこまでも賞めておいてやらないと､これから後､人が私を信じてくれなくなる。」


  　かうお思ひになつて、急にその手だてをお考へ定めになりました。それで曽婆加里に向つて、


  　「今晩はこの村へ泊ることにしよう。そしてそちに大臣の位をさづけた上、明日あちらへお伺ひをしよう｡」と仰つて､にはかにそこへ假のお宮をお作りになりました。そして盛んな御宴會をお開きになつて、そのお席で曽婆加里を大臣の位におつけになり、すべての役人たちに言ひつけて禮拜をおさせになりました。


  　曽婆加里はこれでいよいよ思ひが叶つたと言つて大得意になつてよろこびました。水齒別命は、


  　「それでは改めて、大臣のお前と同じ盞で飮み合はう｡｣と仰りながら、わざと人の顔よりも大きな盞へなみなみとお注がせになりました。そして、まづ御自分で一と口召し上つた後、曽婆加里にお下しになりました。曽婆加里はそれをいたゞいて、がぶがぶと飮みはじめました。


  　命は曽婆加里の目顔がその盞で隱れると一しよに、かねて蓆（むしろ）の下にかくしてお置きになつた劍を拔き放して、あッといふ間に、曽婆加里の首を斬り落しておしまひになりました。


  　それから翌る日そこをお立ちになり、大和の遠飛鳥（とほあすか）といふ村までお出でになつて、そこへ又一と晩お泊りになつた上、汚れ拂ひのお祈りをなすつて、その翌る日、石上の神宮へお伺ひになりました。そして仰せつけのとほり、中津王を平げてまゐりましたと御奏上になりました。


  　天皇はそれではじめて命を御前へお通しになりました。それから阿知直（あちのあたへ）に對しても、御褒美に、藏の司といふ役におつけになり大層な田地をもお下しになりました。


  　


  　　　　　　三


  　


  　天皇は後に大和の若櫻宮にお移りになり、しまひに御年六十四でおかくれになりました。そのおあとは、弟さまの水齒別命（みづはわけのみこと）がおつぎになりました。後に反正（はんしやう）天皇とおよび申すのがこの天皇の御事です。


  　天皇はお身の丈が九尺二寸五分、お齒の長さが一寸、巾が二分おありになりました。そのお齒は上下とも同じやうによくおそろひになつて、丁度玉をつないだやうにお綺麗でした。河内の多遲比（たぢひ）の柴垣宮（しばがきのみや）で政をお執りになり、御年六十でおかくれになりました。


  　


  　　　　　　四


  　


  　反正天皇のおあとには、弟さまの若子宿禰命（わくごのすくねのみこと）が允恭（いんきよう）天皇としてお位におつきになり、大和の遠飛鳥宮へお移りになりました。


  　天皇は、もとから或不治の御病氣がおありになりましたので、この體では位に上ることは出來ないと仰つて、はじめには固く御辭退になりました。併し、皇后やすべての役人が強ひておねがひ申すので、止むなく御即位になつたのでした。


  　すると間もなく新羅國から、八十一艘の船で貢物を献じて來ました。そのお使にわたつて來た金波鎭（こんばちん）、漢起武（かんきむ）といふ二人のものが、どちらとも大層醫藥のことに通じてをりまして、天皇の永い間の御病氣を、忽ちにお直し申上げました。そのために天皇は遂に御年七十八までお生き延びになりました。


  　天皇は、日本中の多くの部族の中で、めいめいいゝ加減な勝手な性を名乘つてゐるものが多いのをお嘆きになり、大和の或村へ玖訂瓮（くかへ）と言つて、煮え湯のたぎつてゐる釜をお据ゑになつて、日本中のすべての氏姓を正しくお定めになりました。その煮え湯の中へ一人一人手を入れさせますと、正直に本當の姓を名乘つてゐるものは、その手がどうもなりませんが、僞りを申し立てゝゐるものは、忽ち手が燒けたゞれてしまふので、一々、うそと本當とを見わけることが出來ました。


  　


  　　　　　　五


  　


  　天皇がおかくれになつたおあとには一番お上の皇子の、木梨輕（きなしのかるの）皇子がお位におつきになることに決つてをりました。ところが皇子は御即位になるまへに、お身持ちの上について、或言ふに言はれない間違ひごとをなすつたので、朝廷のすべての役人や下々の人民たちがみんな王をお厭ひ申して、弟さまの穴穂王（あなほのみこ）の方へ附いてしまひました。


  　輕皇子はこれでは、うつかりしてゐると、穴穂王方からどんなことを仕向けるかも分らないとお怖れになり、大前宿禰、小前宿禰といふ、兄弟二人の大臣の家へお遁げ込みになりました。そして早速戰道具をお整へになり、輕矢と言つて、矢の根を銅でこしらへた矢なぞをもどつさりこしらへて、待ちかまへて入らつしやいました。


  　それに對して、穴穂王の方でもぬからず戰の手くばりをなさいました。こちらでも､穴穂矢と言つて､後の代の矢と同じやうに、鐵の矢尻のついた矢を、どんどんおこしらへになりました。そして間もなく王御自身が軍勢をお引きつれになつて、大前、小前の家をお攻めかこみになりました。


  　王は丁度そのとき急にふり出した雹の中を、眞先に突進して、門前へ押しよせて入らつしやいました。そして、


  　「さあ、みんなも私の通りに進んで來い。雹の雨は今に止む。その雹がやむやうに､すべてを片づけてしまふのだ｡さあ來い來い｡｣


  　といふ意味をお謠ひになつて、味方の兵をお招きになりました。


  　すると、大前、子前の宿禰は、手を上げ膝を叩いて、謠ひ踊りながら出て來ました。


  　「何をそんなにおさわぎになる。宮人の袴の裾の紐についた小さな鈴、たとへばその鈴が落ちたほどの小さなことに、宮人も村の人も、そんなにさわぐには及びますまい。」


  　かういふ意味の謠をうたひながら穴穂王の御前に出て來て、


  　「もしあなたさま、輕皇子さまならわざわざお攻めになりますには及びません｡御同腹のお兄上をお攻めになつては人が笑ひます｡皇子さまは私が召し捕つてさし出します｡」と申し上げました。


  　それで穴穂王は圍みを解いて、差し上げて待つてお出でになりますと、二人の宿禰は、ちやんど輕皇子をお引つ立て申してまゐりました。


  　


  　　　　　　六


  　


  　輕皇子には、輕大郎女（かるのおほいらつめ）と仰る大層仲のよい御同腹のお妹さまがおありになりました。大郎女は世に稀なお美しい方で、その綺麗なおからだの光りがお召しものまでも通して光つてゐたほどでしたので、又の名を衣通郎女（そとほしのいらつめ）と呼ばれて入らつしやいました。


  　穴穂王の手におわたされになつた輕皇子は、その仲のよい大郎女のお嘆きをおもひやつて、


  　「あゝ郎女よ。ひどく泣くと人が聞いて笑ひ謗る。羽狹の山の山鳩のやうに､こつそりと忍び泣きに泣くがよい｡」といふ意味の謠をお謠ひになりました。


  　穴穂王は、輕皇子を、そのまゝ伊豫へ島流しにしておしまひになりました。そのとき大郎女は、


  　「どうぞ濱べをお通りになつても、蠣殻（かきがら）をおふみになつておけがをなさらないやうに､よく氣をつけてお歩き下さいまし｡」といふ意味のお謠を、泣き泣きお兄上にお捧げになりました。


  　大郎女はそのお後でも、お兄上のことばかり案じ續けて入らつしやいましたが、遂に堪りかねて、はるばる伊豫までお後を追つて入らつしやいました。


  　輕皇子はそれはそれはお喜びになつて、大郎女のお手をおとりになりながら、


  　「本當によく來てくれた。鏡のやうに輝き、玉のやうに光つてゐる、きれいなお前がゐればこそ、大和へもかへりたいと悶えてゐたけれど、お前がこゝにゐてくれゝば､大和も家も何であらう｡」


  　と、かういふ意味のお謠をお謠ひになりました。


  　間もなくお二人は､その土地で自殺しておしまひになりました｡


  



  　


  鹿の群、猪の群


  　


  　　　　　　一


  　


  　穴穂王は、お兄さまの輕皇子（かるのわうじ）を島流しにおしになつた後、第二十代安康（あんかう）天皇としてお立ちになり、大和の石上の穴穂宮へお引き移りになりました。


  　天皇は弟さまの大長谷皇子（おほはつせのわうじ）のために、仁徳天皇の皇子で、丁度大叔父さまにお當りになる大日下王（おほくさかのみこ）と仰る方のお妹さまの、若日下王（わかくさかのみこ）といふ方を、お嫁に貰はうとお思ひになりました。


  　それで根臣といふものを大日下王のところへおつかはしになつて、そのおぼしめしをお傳へになりました。大日下王はそれをお聞きになりますと、四たび禮拜をなすつた上、


  　「實は私も、萬一さういふ御大命が下るかも分らないと思ひましたので、妹は、不斷、外へも出さないやうにしてゐました。まことに畏れ多いことながら、それでは仰せのまゝにさし上げますでございませう｡」と大層喜んでお受けをなさいました｡併したゞ言葉だけで御返事を申し上げたのでは失禮だとお考へになつて、天皇へお禮のお印に、押木の玉縵（たまかづら）といふ立派な髪飾を、若日下王からの献上品としておことづけになりました。


  　するとお使ひの根臣は、亂暴にも、その玉縵を途中で自分が盗み取つた上、天皇に向つては、


  　「仰せをおつたへいたしましたが、王はお聞き入れがございません。おれの妹ともあるものを、あんなものゝ下敷に出來るかと仰つて、それはそれは、刀の柄に手をかけて御立腹になりました。」


  　かう言つて、全で根もないことをこしらへて、ひどい讒言（ざんげん）をしました。


  　天皇は非常にお怒りになつて、すぐに人を派せて大日下王を殺しておしまひになりました。そして王のお妃の長田大郎女を召し入れて御自分の皇后になさいました。


  　或とき天皇は、お晝寐をなさらうとして、お寐床にお横はりになりながら、お側に入らしつた皇后に、


  　「そちは何か心の中に思つてゐることはないか｡｣とおたづねになりました。皇后は、


  　「いゝえ決してそんな筈はございません。これほどお手厚いお情をいたゞいてをりますのに、この上何を思ひませう｡｣とお答へになりました。


  　そのとき、丁度御殿の下には、皇后が先の大日下王との間にお設けになつた、目弱王と仰る、七つにおなりになるお子さまが、一人で遊んでお出でになりました。


  　天皇はそれとは御存じないものですから、ついうつかりと、


  　「私はたゞ一つ、いつも氣になつてならないことがある。それは目弱が大きくなつた後に、あれの父は私が殺したのだと聞くと、私に復讎をしはしないだらうかと､それが心配である｡」と、かう仰せになりました。


  　目弱王は下でそれをお聞きになつて、それではお父上を殺したのは天皇であつたのかと、びつくりなさいました。


  　そのうちに、間もなく天皇はぐつすりお眠りになりました。目弱王はそこを狙つてそつと御殿へお上りになり、お枕もとにあつた太刀を拔き放して､いきなり天皇のお頸をお切りになりました｡そしてすぐにお宮をぬけ出して、都夫良意富美（つぶらおほみ）といふものゝ家へ遁げ込んでおしまひになりました。


  　天皇はそのまゝお息がお絶えになりました。お年は五十六歳で入らつしやいました。


  　そのときには、弟さまの大長谷皇子は、まだ童髪をお結いになつてゐる一少年でお出でになりましたが、目弱王が天皇をお殺し申したとお聞きになりますと、それはそれはお憤りになつて、すぐにお兄上の黑日子王のところへ駆けつけてお出でになり、


  　「お兄さま、大變です。天皇をお殺し申した奴がゐます。どういたしませう｡」と御相談をなさいました。すると､黑日子王は天皇の御同腹のお兄さまでおありになりながら、てんで、びつくりもなさらないで平氣にかまへて入らつしやいました。大長谷皇子はそれを御覽になりますと、くわッとお怒りになり、


  　「あなたは何といふ賴もしげもない人でせう。われわれの天皇がお殺されになつたのぢやありませんか。そしてそれは又あなたのお兄さまぢやありませんか。それを平氣で聞いてゐるとは何ごとです｡」と仰りながら､いきなり襟もとを引ッつかんで引きずり出し､刀をぬくなり､一と打ちに打ち殺しておしまひになりました。


  　皇子はそれから又次のお兄さまの、白日子王のところへお出でになつて、同じやうに、天皇がお殺されになつたことをお告げになりました。白日子王は天皇の御同腹の弟さまで入らつしやいました。それだのに、この方も同じく平氣な顔をして、すましてお出でになりました。皇子は又そのお兄さまの襟頸をつかんで引きずり出して､小治田といふ村まで引つぱつて入らつしやいました｡そしてそこへ穴を掘つて、その中へ眞つ直に立たせたまゝ、生き埋めに埋めておしまひになりました。


  　王はどんどん土をかけられて、腰までお埋められになつたとき兩方のお目の玉が飛び出して、それなり死んでおしまひになりました。


  　


  　　　　　　二


  　


  　大長谷皇子はそれから軍勢を引きつれて、目弱王をかくまつてゐる都夫良意富美の邸をお取りかこみになりました｡すると､こちらでもちやんと手くばりをして待ちかまへてをりまして、それッといふなり、どんどんどんどんと、丁度、葦の花が飛びちるやうに、もうもうと矢を射出しました。


  　大長谷皇子は、その前から、この都夫良の娘の訶良媛（からひめ）といふ人をお嫁にお貰ひになることにして入らつしやいました。皇子は今どんどん射向ける矢の中に、矛を突いてお突ッ立ちになりながら


  　「都夫良よ､訶良媛はこの家にゐるか｡」と大聲でお呶鳴りになりました。


  　都夫良はそれを聞くと、急いで武器を投げすてゝ、皇子の御前へ出て來ました。そして八たび伏し拜んで申し上げました。


  　「娘の訶良媛はお約束のとほり必ずあなたにさし上げます。又、五ケ村の私の領地も、娘にそえて献上いたします。たゞどうぞ、今しばらくお待ち下さいまし。私がたゞ今すぐに娘をさし上げかねますわけは、昔から臣下のものが皇子さま方のお宮へ遁げかくれたことは聞いてをりますが、貴い皇子さまが下々のものゝところへお遁れになつた例は嘗て聞きません。私はいかに力一ぱい戰ひましても、あなたにお勝ち申すことが出來ないのは十分辨へてをります。併し、目弱王は、私ごときものをも賴りにして下すつて､いやしい私の家へお這入り下さつてゐるのでございますから､私といたしましては、たとへ死んでもお見捨て申すことは出來ません。娘はどうぞ私が討ち死をいたしましたあとでお召しつれ下さいまし。」


  　かう申し上げて御前を下り､再び戰道具を取つて邸に這入つて､一生けんめいに戰をしました。


  　そのうちに都夫良はとうとうひどい手傷を負ひました。みんなも矢種がすつかり盡きてしまひました。それで都夫良は目弱王に向つて、


  　「私もこのとほりで、最早戰をつゞけることも出來ません。いかがいたしませう。」と申し上げました。


  　お小さな目弱王は、


  　「それではもう仕方がない｡早く私を殺してくれ｡」と仰いました｡


  　都夫良は仰に従つてすぐに王をお刺し殺し申した上、その刀で自分の頸を斬つて死んでしまひました。


  　


  　　　　　　三


  　


  　この騒ぎが片づくと間もなく、或日、大長谷皇子のところへ、近江の韓袋（からぶくろ）といふものが、そちらの蚊屋野（かやの）といふところに、猪や鹿が非常に澤山をりますと申し出ました。


  　「そのどつさりをりますことゝ申しますと、群り集つた足は丁度薄原（すゝきはら）の薄（すゝき）のやうでございますし、群つた角は、丁度枯木の林のやうでございます。」と韓袋は申し上げました。


  　皇子は、ようし、と仰つて、履仲（りちゆう）天皇の皇子で、丁度お後兄（いとこ）にお當りになる、忍齒王（おしはのみこ）と仰るお方とお二人で、すぐに近江へお下りになりました。


  　お二人は蚊屋野にお着きになりますと、御めいめいに別々の假屋をお立てになつて、その中へお泊りになりました。


  　その翌る朝、忍齒王は、まだ日も上らないうちにお目ざめになりました。それで全く何のお氣もなく、すぐにお馬に召して、大長谷皇子のお假屋へ出かけてお出でになりました。こちらでは、皇子はまだよくお寐つて入らつしやいました。王は、皇子のおつきのものにむかつて、


  　「まだお目ざめでないやうだね。もう夜も明けたのだから、早くお出かけになるやうに申しあげよ｡」と仰つて､そのまゝお馬をすすめて、獵場へお出かけになりました。


  　皇子のおつきのものは、皇子に向つて、


  　「たゞ今忍齒王がお出でになりまして、これこれと仰いました。何だか仰ることが變ではございませんか。決して御油斷をなさいますな。お身固めも十分になすつてお出かけなさいますやうに｡｣


  　と、惡く疑つてかう申し上げました。それで皇子も、わざわざお召し物の下へ鎧をお着込みになりました。そして弓矢を取つてお馬に召すなり､大急ぎで王のあとを追つてお出かけになりました｡


  　皇子は間もなく王に追ひついて、お二人で馬を並べてお進みになりました。そのうちに皇子はすきまを狙つて、さつと矢をおつがへになり、罪もない忍齒王を、出しぬけに射落しておしまひになりました。そして、なほ飽き足らずに、そのお體をずたずたに切り刻んで、それを馬の飼葉を入れる槽の中へ投げ入れて、土の中へ埋めておしまひになりました。


  　


  　　　　　　四


  　


  　忍齒王には意富祁王（おほけのみこ）、袁祁王（をけのみこ）といふお二人のお子さまが入らつしやいました。


  　お二人はお父上がお殺されになつたとお聞きになりまして、それでは自分たちもうかうかしてはゐられないとおぼしめして、急いで大和をお遁げ出しになりました。


  　そのお途中でお二人が、山城の苅羽井（かりはゐ）といふところでお辨當を召し上つてをりますと、そこへ、懲役上りの印に、顔へ入墨をされてゐる、一人の老人が出て來て、お二人が食べかけて入らつしやるお辨當を奪ひ取りました。お二人は、


  　「そんなものは惜しくもないけれど､一たいお前は何ものだ｡｣と､おためしになりました。


  　「おれは山城でお上の猪を飼つている猪飼だ｡」と､その惡ものゝ老人は言ひました。


  　お二人はそれから河内の玖須婆川（くすばがわ）といふ川をお渡りになり、とうとう播磨まで遁げのびて入らつしやいました。そして固く御身分をかくして､志自牟（しゞむ）といふものゝ家へ下男にお傭はれになり､いやしい牛飼、馬飼の仕事をして、お命をつないで入らつしやいました。


  



  　


  蜻蛉のお謠


  　


  　　　　　　一


  　


  　大長谷（おほはつせ）の皇子は、間もなく雄略（ゆうりやく）天皇として御即位になり、大和の朝倉宮にお移りになりました。皇后には、例の大日下王（おほくさかのみこ）のお妹さまの若日下王（わかくさかのみこ）をお立てになりました。


  　その若日下王が、まだ河内の日下といふところに入らしつたときに、或日天皇は、大和からお近道をお取りになり、日下の直超（たゞごえ）といふ峠をおこえになつて、王のところへお出でになつたことがありました。


  　そのとき天皇は、山の上から四方の村々を御見わたしになりますと、向うの方に、一軒、棟に鰹魚木（かつをぎ）をとりつけてゐる家がありました。鰹魚木といふのは、天皇のお宮が、神さまのお社かでなければつけない筈の、鰹のやうな形をした、棟の飾りです。


  　天皇はそれを御覽になつて、


  　「あの家はだれの家か。」とおたづねになりました。


  　「あれは志幾（しき）の大懸主（おほあがたぬし）の家でございます｡」と､お供のものがお答へ申しました。天皇は、


  　「無禮な奴め｡己が家を私のお宮に似せて造つてゐる｡」とお怒りになり、


  　「行つてあの家を燒き拂つて來い｡」と仰つて､すぐに人をおつかはしになりました。すると大懸主はすつかり怖れ入つてしまひまして、


  　「實は、おろかな私どものことでございますので、つい何にも存じませんで､うつかりこしらへましたのでございます｡｣と言つて､縮み上つてお申しわけをしました。そして、そのおわびの印に、一匹の白犬に布を着せ、鈴の飾りをつけて、それを身内のものゝ一人の、腰佩（こしはき）といふものに綱で引かせて、天皇に献上いたしました。


  　それで天皇も、その家をお燒き拂ひになることだけは許しておやりになり、そのまゝ若日下王のお家へお着きになりました。


  　天皇はお供のものを以て、


  　「これはたゞ今途中で手に入れた犬だ。珍らしいものだから進物にする｡」と仰つて､さつきの白犬を若日下王にお下しになりました。併し王は、


  　「今日天皇は､お日さまをお背中になすつておこしになりました｡これではお日さまに對して畏れ多うございますので、今日はお目にかゝりません。そのうち、私の方からすぐに罷（まか）り出まして、お宮へお仕へ申し上げます。」


  　かう言つておことわけをなさいました。


  　天皇はおかへりの御途中、山の上にお立ちになつて、若日下王のことをお慕ひになるお謠をおよみになり、それを王へお送りになりました。王はそれから間もなくお宮へお上りになりました。


  　


  　　　　　　二


  　


  　天皇は或とき､大和の美和川（みわがは）のほとりへお出ましになりました｡


  　さうすると、一人の娘が、その川で着物を洗つてをりました。それは本當に美しい、可愛らしい娘でした。天皇は、


  　「そちはだれの子か。」とおたづねになりました。


  　「私は引田部（いけたべ）の赤猪子（あかゐのこ）と申しますものでございます｡｣と娘はお答へ申しました。天皇は、


  　「それでは､いづれ私のお宮へ召し使つてやるから待つてゐよ｡」


  　と仰つて、そのまゝお通り過ぎになりました。


  　赤猪子は大層よろこんで、それなりお嫁にも行かないで、一心に御奉公を待つてをりました。併し宮中からは、何十年たつてもとうとうお召しがありませんでした。そのうちに、もうひどいお婆さんになつてしまひました。赤猪子は、


  　「これではいよいよお宮へ御奉公に上ることは出來なくなつた。併しこんなになるまで、一生けんめいにお召しを待つてゐたことだけは、一應申し上げて來たい。」


  　かう思つて、或日、いろいろの鳥やお魚や野菜ものをお土産に持つて、お宮へお伺ひいたしました。すると天皇は、


  　「そちは何といふ老婆だ｡どういふことでまゐつたのか｡」とおたづねになりました。赤猪子は、


  　「私は、いついつの年のこれこれの月に、これこれかういふ仰せを蒙りましたものでございます。今日までお召しをお待ち申してとうとう何十年といふ年を過しました。最早こんな老婆になりましたので、もとより御奉公には堪えられませんが、たゞ、私がどこまでも仰せを守つてをりましたことだけを申し上げたいと存じまして、わざわざお伺ひいたしました｡」と申し上げました｡天皇はそれをお聞きになつて、びつくりおしになりました。


  　「私はそのことは､もうとつくに忘れてしまつてゐた｡それはそれはすまないことをした｡可哀さうに｡」と仰つて、二つのお謠をおうたひになり、それで以て、赤猪子のどこまでも正直な心根をお褒めになり、御自分のために、とうとう一生お嫁にも行かないで過したことをしみじみお憫（あはれ）みになりました。赤猪子は、そのお謠を聞いて、たまりかねて泣き出しました。その涙で、赤色に摺りそめた着物の袖がしとしとにぬれました。そして泣き泣き謠を謠つて、


  　「あゝあゝ、これから先はだれにすがつて生きて行かう。若い女の人たちは、丁度日下の入江の蓮の花のやうに輝き誇つてゐる。私もそのとほりの若さでゐたら、すぐにもお宮へ召し使つていただけようものを。」と、かういふ意味をお答へ申し上げました。


  　天皇はかづかづのお品物をお下しになり、そのまゝお家へおかへしになりました。


  　


  　　　　　　三


  　


  　又或時天皇は、大和の阿岐豆野（あきつの）といふ野へお獵にお出でになりました。そして獵場でお椅子におかけになつてをりますと、一疋の虻が飛んで來て、お腕に喰ひつきました。すると一匹の蜻蛉が出て來て、忽ちその虻を食ひ殺して飛んで行きました。


  　天皇はこれを御覽になつて大層お喜びになり、


  　「なるほどこんな風に天皇のことを思ふ蟲だから、それでこの日本のことをあきつ（ヽヽヽ）島といふのであらう｡｣といふ意味をお謠に謠つておほめになりました。蜻蛉のことを昔の言葉ではあきつと呼んでをりました。


  　その次には又別のときに､大和の葛城山へお上りになりました｡さうすると、ふいに大きな大猪が飛び出して來ました。天皇はすぐに鏑矢をおつがへになつて、狙ひをたがへず、ぴゆうとお射當てになりました。すると猪は怖しく怒り狂つて、うゝうゝと唸りながら飛びかゝつて來ました。それにはさすがの天皇も怖くおなりになつて､お側に立つてゐた榛（はんのき）へ､大急ぎでお遁げ上りになり、それで以て、やつと危いところをお助かりになりました。


  　天皇はその榛の上で、


  　「あゝ､この木のおかげで命びろいをした。ありがたいありがたい｡」と仰る意味を、お謠にお謠ひになりました。


  　


  　　　　　　四


  　


  　天皇はその後、又葛城山にお上りになりました。そのときお供の人々は、みんな、赤い紐のついた、靑摺りの装束をいたゞいて着てをりました。


  　すると、向うの山を、一人の立派さうな人が上つて行くのがお目にとまりました。その人のお供のものたちも、やはりみんな、赤紐のついた靑摺りの着物を着てゐまして、だれが見ても天皇のお行列と寸分も違ひませんでした。


  　天皇はおどろいて、すぐに人をおつかはしになり、


  　「日本には私を除いて二人と天皇はゐない筈だ。それだのに、私と同じお供を従へて行くそちは、一たい何ものだ｡」と､きびしくお問いつめになりました。すると向うからも、そのおたづねと同じやうなことを問ひかへしました。


  　天皇はくわッとお怒りになり、眞つ先に矢をぬいておつがへになりました。お供のものも殘らず一どに矢をつがへました。さうすると、向うでも負けてゐないで、みんなそろつて矢をつがへました。天皇は、


  　「さあ、それでは名を名乘れ。お互に名乘り合つた上で矢を放たう。」とお言ひ送りになりました。向うからは、


  　「それではこちらの名前を明さう。私は、惡いことにもたゞ一と言､いゝことにも一言だけお告げを下す、葛城山の一言主神だ｡」とお答へがありました。天皇はそれをお聞きになると、びつくりなすつて、


  　「これはこれは畏れ多い、大神が御神體をお現しになつたとは思ひもかけなかつた｡」と仰つて､大急ぎで太刀や弓矢をはじめ、お供のもの一同の靑摺りの着物をもすつかりおぬがせになり、それをみんな、伏し拜んで、大神へ御献上になりました。


  　すると大神は手を打つてお喜びになり、その献上ものをすつかりお受け入れになりました。それから天皇が御環幸になるときには、大神はわざわざ山を下りて、遠く長谷の山の口までお見送りになりました。


  　


  　　　　　　五


  　


  　天皇は次には又或とき､その長谷にある百枝槻（もゝえつき）といふ､大きな、大槻（おほけやき）の木の下でお酒宴をお催しになりました。


  　そのとき伊勢の生れの三重の采女といふ女官が、天皇にお盞を捧げて、お酒をおつぎ申しました。すると、あひにく、槻の葉が一つ、そのお盞の中へ落ち込みました。采女はそれとも氣がつかないで、なほどんどんおつぎ申しました。天皇はふと、その木の葉を御覽になりますと、忽ちむッとお怒りになつて、いきなり采女をつかみ伏せておしまひになり、お刀をおぬきになつて、頸を斬らうとなさいました。采女は、


  　「あッ。」と怖れちゞかんで、


  　「どうぞ命だけはお許し下さいまし。申し上げたいことがございます｡｣と言ひながら､次のやうな意味の､長い謠をうたひました。


  　「このお宮は、朝日も夕日もよくさし入る、はればれとしたよいお宮である。堅い地伏の上に建てられた、がつしりとした大きなお宮である。お宮の外には大きな槻の木が聳え立つてゐる。その大木の上の枝は天を覆つてゐる。中程の枝は東の國に生ひかぶさり、下の枝はそのあとの地方をすつかり覆つてゐる。上の枝の梢の葉は、落ちて中の枝にかゝり、中の枝の落ちた葉は下の枝にふりかゝる。下の枝の葉は采女が捧げたお盞の中へ落ち浮んだ。


  　それを見ると、大昔、天地がはじめて出來たときに、この世界が浮き脂のやうに浮んでゐたときのありさまが思ひ出される｡又､神さまが、大海の眞中へこの日本の島を作りお浮べになつた、そのときのありさまにもよく似てゐる。ほんとに尊くも目出たいことである。これはきつと、後の世までも話し傳へるに相違ない｡｣


  　采女はかう言つて、昔からの言ひつたへを引いて面白く謠ひ上げました。天皇はこの謠に免じて、采女の罪を許しておやりになりました。すると皇后も大層およろこびになつて、


  　「この大和の高市郡の高いところに、大きく繁つた廣葉（ひろは）の椿がさいてゐる。今天皇は、その椿の葉と同じやうに、大きなお寛（ひろ）い、そして、その花と同じやうに美しくおやさしいお心で、采女をお許し下すつた。さあ、この貴い天皇にお酒をおつぎ申し上げよ。このありがたいお情は、みんなが後の世まで永く語り傳へるであらう。」と、かういふ意味のお謠をおうたひになりました。


  　それで次で天皇も楽しくお謠をおうたひになり、みんなでにぎやかにお酒盛をなさいました。


  　采女は罪を赦されたばかりでなく、その上に、さまざまのお下しものまでいたゞいて、大喜びに喜びました。


  　天皇はしまひに、御年百二十四歳でおかくれになりました。


  



  　


  牛飼馬飼


  　


  　　　　　　一


  　


  　雄略（ゆうりやく）天皇のおあとには、お子さまの清寧（せいねい）天皇がお立ちになりました。天皇はしまひまで皇后もお迎へにならず、お子さまもお一人も入らつしやいませんでした。


  　ですから天皇がおかくれになると、おあとをお繼ぎになる方が入らつしやらないので、みんなは大層當惑して、これまでのどの天皇かのお血筋の方を一生けんめいにお探し申しました｡すると､さきに大長谷皇子にお殺されになつた、忍齒王のお妹さまで忍海郎女、又のお名前を飯豊王（いひとよのみこ）と仰る方が、大和の葛城の角刺宮といふお宮にお出でになりました。それで、このお方にともかく一時政をお執りになつていたゞきました。みんなは、例の忍齒王のお子さまの意富祁、袁祁のお二人が、播磨の國で牛飼、馬飼になつて、生き永らへてお出でになるといふことは一寸も知らないでゐました。


  　その後間もなく、その播磨の國へ、山部連小楯（やまべのむらじをだて）といふ人か國造（くにのみやつこ）になつて行きました。そしてその地方の志自牟（しゞむ）といふものが新築したお家でお酒盛をしました。そのとき小楯をはじめ、よばれた人たちも、お酒が廻るにつれて、みんなで代る代る立つて舞をまひました。しまひには竃のそばで火を焚いてゐた、兄弟二人の火焚きの子供にも舞へを言ひました。


  　すると、弟の方の子は、兄の子に向つてお前さきにお舞ひと言ひました。兄は弟に向つて、お前から舞へといひました。みんなは、そんないやしい子奴どもが、人なみに、もつともらしく譲り合うのを面白がつて、やんやと笑ひました。


  　そのうちに、とうとう兄の方が先に舞ひました。弟はそのあとで舞ひ出さうとするときに、まづ大聲で次のやうな謠をうたつて自分たち兄弟の身の上を打ち明けました。


  　「男らしい大きな男が、太刀の柄に赤い飾をつけ、太刀の緒には赤い布をつけて、いかにも人目を引く姿をしてゐても、深く生ひしげつた竹藪の後に這入れば、隱れて目にも見えない｡」と､かう謠ひ出して、竹藪といふことばを引き出した後、


  　「そんな竹藪の大きな竹を割つて、それを列べてこしらへた、八絃琴（はちげんきん）は、それはそれは調子がよくとゝのつて申し分がない。今から五代まへの履仲（りちう）天皇は、丁度その琴の調べと同じやうに、どこまでも立派に天下をお治めになつたお方である。その皇子に忍齒王（おしはのみこ）と仰る方が入らしつた。みんなの人々よ、われわれ二人は、その忍齒王の子であるぞ。」と謠ひました。


  　小楯はそれを聞くとびつくりして、床からころがり落ちてしまひました。そして大あわてにあわてゝ、早速みんなを殘らず追い出した上、意外なところで御見出し申した、意富祁、袁祁のお二人を左右のお膝にお抱へ申しながら、お二人の今日までの御辛苦をお察し申し上げて、ほろほろと涙をながして泣きました。


  　小楯はそれから急いでみんなを集めて、假りのお宮をつくり、お二人をその中にお移し申しました。そしてすぐに大和へ早馬の使を立てゝ、御叔母上の飯豊王（いひとよのみこ）に御註進申し上げました。飯豊王はそれをお聞きになると、大喜びにお喜びになり、すぐにお二人をお呼び上せになりました。


  　


  　　　　　　二


  　


  　お二人は、角刺のお宮で段々に御成人になりました。


  　或とき袁祁王（をけのみこ）は､歌垣と言つて､男や女が大勢一しよに集つて、謠をうたひかはす催しへお出かけになりました。


  　そのとき菟田首（うたのおびと）といふ人の娘で、命がかねがねお嫁に貰はうと思つてお出でになる、大魚（おうを）といふ美しい女の人も來合せてをりました。するとその頃、臣下の中で怖しく巾を利かせてゐた志毘臣（しびのおみ）といふものが､その大魚の手を取りながら､袁祁王にあてつけて、


  　「あゝ､おかしやおかしや、お宮の屋根が歪んでしまつた｡」と謠ひ出し、そのあとの謠の結びを王にさし向けました。王は、すぐにそれをお受けになつて、


  　「それは大工が下手だから歪んだのだ｡」とお謠ひになりました｡


  　すると志毘はかさねて、


  　「いや、どんなに王が焦られても、わしが結ひめぐらした、八重の柴垣の中へは這入れまい。大魚と私との仲を邪魔をすることは出來まい。」と謠ひかけました。王はすかさず、


  　「潮の流れの上の、浪の荒いところに鮪（しび）が泳いでゐる。鮪のそばには鮪の妻がついてゐる｡ばかな鮪よ｡」とお謠ひになりました。


  　さうすると志毘はむつと怒つて、


  　「王の結つた柴垣なぞは、いかに堅固に結ひ廻してあらうとも、おれが忽ち切り破つて見せてやる。燒き拂つて見せてやる｡｣と謠ひました。王はどこまでも負けないで、


  　「あはゝ、鮪（しび）よ、そちは魚だ。いかに威ばつても、そちを衝きに來る海人には叶ふまい。そんな怖いものがゐては悲しからう｡｣とお謠ひになりました。


  　王は、そんなにして、とうとう夜が開けるまで謠ひ爭つてお引き上げになりました。そして、お宮へおかへりになるとすぐに、お兄上の意富祁王と御相談をなさいました。志毘は一人でつけ上つて、われわれをも全でふみつけてゐる。われわれのお宮に仕へてゐるものも、朝はお宮へ來るけれど、それから先は晝中志毘の家へ集つて媚び入つてゐる。あんな奴は後々のために早く討ち亡ぼしてしまはなければいけない。志毘は今ごろは疲れて寢入つてゐるにちがひない。門には番人もゐまい、襲ふのは今だと、お二人で御決心になりました。そしてすぐに軍勢を集めて志毘の家をお取りかこみになり、目あての志毘を難なく切り殺しておしまひになりました。


  　


  　　　　　　三


  　


  　お二人は最早、お年の上でも十分お一人だちで天下をお治めになることがお出來になるので、順序から言つて、お兄上の意富祁王が、まづ第一に御即位になるのが本當でした。併し命は弟さまに向つて、


  　「二人が志自牟の家にゐたときに、もしそなたが名前を名乘らなかつたら、二人ともあのまゝあすこに埋れてゐなければならない筈であつた。お互にこんなになつたのもみんなそなたの手柄である。それで、私は兄に生れてはゐるけれど、どうかそなたから先に天下を治めておくれ｡」と仰いました｡袁祁王はそのことだけはどこまでもお辭退になりましたが、お兄上がどうしてもお聞き入れにならないので、とうとう仕方なしに、第一にお位におつきになりました。後に顯宗（けんそう）天皇と申し上げるのが即この天皇で入らつしやいます。


  　天皇はそれと一しよに大和の近飛鳥宮（ちかあすかのみや）へお移りになり、石木王（いしきのみこ）といふ方のお子さまの難波王（なにはのみこ）と仰る方を、皇后にお迎へになりました。


  　天皇は、お父上の忍齒王（おしはのみこ）の御遺骨をお探し申さうとおぼしめして、いろいろに御苦心をなさいました。すると、近江から一人の賤しい老婆が上つて來て、


  　「王のお骨をお埋め申してあるところは私がちやんと存じてをります。畏れながら、王には、百合の根のやうにお重なりになつたお齒がおありになりました。そのお齒を御覽になりませば、王のお骨だといふことはすぐにお見分けがつきます｡｣と申し上げました。天皇は早速近江の蚊屋野へお下りになつて、土地の人民に仰せつけになつて、老婆の指す場所をお掘らせになり、たしかにお父上の御遺骨をお見出しになりました。それで蚊屋野の東の山に御陵（みさゝぎ）を作つてお葬りになり、先に、お父上たちに獵をおすゝめ申し上げた、あの韓袋の子孫をお墓守りに御任命になりました。


  　天皇はそれから御還御の後、さきの老婆をお召し上せになりまして、


  　「そちは大事な場所をよく見届けておいてくれた｡｣とお褒めになり、置目老媼（おきめのおなみ）といふ名をお下しになりました。そして、當分そのまゝ宮中へおとゞめになつてお手厚くおもてなしになつた後、改めてお宮の近くの村へお住ませになり、毎日一度は必ずお側へ召して、やさしくお言葉をかけておやりになりました。天皇はそのためにわざわざお宮の戸のところへ大きな鈴をおかけになり、置目をお召しになるときには、その鈴をお鳴しになりました。


  　後に置目は、


  　「私ももう大層年を取りましたので、生れた村へかへりたくなりました。」と申し上げました。


  　天皇は、置目のおねがひをお許しになり、それではもう明日からはそなたを見ることも出來ないのかと仰る意味の、おわかれの謠をおうたひになりながら、わざわざお見送りまでしておやりになりました。


  　次に天皇は、昔お兄上とお二人で大和からお遁げになるお途中で､お辨當を奪ひ取つた､あの猪飼の老人をお探し出しになつて、大和の飛鳥川の川原で死刑にお行ひになりました。その惡ものゝ老人は志米須（しめす）といふところに住んでをりました。天皇はなほその上の刑罰として、その老人の一族のものたちの膝の筋を斷ち切らせていしまひになりました。それ等のものたちは、その後大和へ上るのに、いつも跛を引いて出て來ました。


  　


  　　　　　　四


  　


  　天皇は、お父上をお殺しになつた雄略天皇を、深くお怨みになりまして、せめてその御靈に向つて復讎をしようといふおぼしめしから、人をやつて、河内の多治比といふところにある、天皇の御陵（みさゝぎ）を毀させようとなさいました。


  　するとお兄上の意富祁王（おほけのみこ）が、


  　「天皇の御陵を毀すためなら､ほかのものをやつてはいけません｡私が自分で行つて、おぼしめしどほりにこはして來ます｡｣と御奏上になりました。天皇は、


  　「それではあなたがお出でになるがよい｡｣とお許しになりました｡


  　意富祁王は急いでお出かけになりました。そして間もなくおかへりになつて、


  　「ちやんとこはしてまゐりました。」と仰いました。


  　併し、そのおかへりがあんまり早いので、天皇は變だとおぼしめし、


  　「一たいどんな風におこはしになつたのです｡｣とおたづねになりました。するとお兄上は、


  　「實は御陵の土を少しだけ掘りかへしてまゐりました｡｣とお答へになりました。天皇は、それをお聞きになつて、


  　「それは又どういふわけでせう。お父上の復讎をするのに、土を少し掘つてかへられたゞけでは飽き足りないではありませんか。なぜ御陵をすつかりこはして來て下さらなかつたのです｡｣と仰いました。お兄上は、


  　「その仰せは一應御尤です。併し相手の方は、いくら父上の仇とはいへ、一方ではわれわれの小父上（をぢうへ）であり、又われわれの天皇のお一人で入らしつたお方です。私たちがたゞ父上の仇といふことだけ考へて、天皇ともある方の御陵をこはしたとなりますと、後の世の人から必ず謗を受けます。たゞ仇はどこまでも報いねばならないので、その印に土を少し掘つて來たのです。このくらゐの耻を與へたのならば、後世、だれにも憚ることはありますまいから。」


  　かう言つて、そのわけをお話しになりました。すると天皇も、


  　「なるほどそれは道理である。あなたのなさつたとほりでよろしい。」と仰つて御満足になりました。


  　天皇は八年の間天下をお治めになつた後、御年三十八歳でおかくれになりました。天皇はお子さまが一人もおありになりませんでした。それでおあとにはお兄上の意富祁王が仁賢（にんけん）天皇として御即位になりました。


  　天皇は大和の石上の廣高宮へお移りになり、皇后には、雄略（ゆうりゃく）天皇のお子さまの春日大郎女（かすがのおほいらつめ）と仰る方をお立てになりました。


  　天皇のおつぎには､皇子（わうし）小長谷若雀命（こはつせのわかさゝぎのみこと）が武烈（ぶれつ）天皇としてお位におつきになりました。そのお後には、繼體（けいたい）、安閑（あんかん）、宣化（せんくわ）、欽明（きんめい）、敏逹（びたつ）、用明（ようめい）、宗俊（すしゆん）、推古（すいこ）の諸天皇がつぎつぎにお位にお上りになりました。


  　


  　　　　　　（下卷　終）
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